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1.  はじめに 

本資料では，実用発電用原子炉及びその付属施設の技術基準に関する規則の解釈等における動 

的機能維持評価に係る一部改正（以下「技術基準規則解釈等の改正」という。）及びそれに伴い 

改正された耐震設計に係る工認審査ガイドの記載を踏まえて，弁の動的機能維持の検討方針を示 

す。 

 

耐震設計に係る工認審査ガイド（抜粋） 

2.  

 

 

 

 

2. 弁の動的機能維持評価に用いる配管系の応答値について 

技術基準規則解釈等の改正を踏まえて，柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機の配管系に設置される 

弁の動的機能維持評価に適用する加速度値の算定方針について，規格基準に基づく設計手順を整 

理し，比較することにより示す。規格基準に基づく手法としてＪＥＡＧ４６０１-1991 の当該記 

載部の抜粋を図 1 に示す。 

（1） 規格基準に基づく設計手順の整理 

   ＪＥＡＧ４６０１-1991 において，弁の動的機能維持評価に用いる弁駆動部の応答加速度の 

算定方針が示されている。 

配管系の固有値が剛と判断される場合は最大加速度（以下「ZPA」という。）を用いること， 

また，柔の場合は設計用床応答曲線を入力とした配管系のスペクトルモーダル解析を行い算出 

された弁駆動での部応答加速度を用いることにより，弁の動的機能維持評価を実施することと 

されている。 

 

（2） 設工認における柏崎刈羽原子力発電所 6号機の設計手順 

   設工認における柏崎刈羽原子力発電所 6号機の弁駆動部での応答加速度値の設定は，耐震 

設計に係る工認審査ガイドの記載を踏まえ，上記の規定に加えて一定の余裕を見込むととも 

に，配管解析に用いるスペクトルモーダル解析では各モードの応答をモード合成して最大応答 

を算出していることに鑑みて，20Hzを超える振動数領域まで考慮した地震応答解析を実施す 

る方針とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

弁等の機器の地震応答解析結果の応答加速度が当該機器を支持する配管の地震応答によ

り増加すると考えられるときは、当該機器については、当該配管の地震応答の影響を考

慮し、一定の余裕を見込むこと。 
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a．  剛の場合（配管系の 1次固有周期が 20Hz以上の場合） 

      配管系が剛な場合は，最大加速度に一定の余裕を考慮し 1.2 倍した値（1.2ZPA）を用 

いて弁駆動部の応答加速度を算出し，機能維持評価を実施する。 

b．  柔の場合（配管系の 1次固有周期が 20Hz未満の場合） 

     配管系の固有値が柔の場合は，ＪＥＡＧ４６０１-1991 の手順と同様にスペクトルモ 

ーダル解析を行い弁駆動部の応答加速度を算出した値に加えて，剛領域の振動モードの影

響を考慮する観点から 1.2倍した最大加速度（1.2ZPA）による弁駆動部の応答加速度を算

定し，何れか大きい加速度を用いて機能維持評価を行う方針とする。 

また，設工認における弁駆動部の応答加速度の算定に用いる配管系のスペクトルモ 

ーダル解析において，剛領域の振動モードの影響を踏まえて，20Hzを超える振動数領域 

まで考慮した地震応答解析により，弁駆動部の応答加速度値の算定を行う。 

 

    弁の機能維持評価における規格基準に基づく耐震設計手順及び柏崎刈羽原子力発電所第 6号 

機の耐震設計手順の比較を表 1に示す。表 1に示すとおり，柏崎刈羽原子力発電所第 6号機に 

おける弁の機能維持評価に用いる加速度値としては，規格基準に基づく設定方法に比べて一定 

の裕度を見込んだ値としている。 

 

 

図 1 ＪＥＡＧ４６０１-1991の抜粋（P345） 
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表 1 弁の機能維持評価の耐震設計手順の比較 

配管系の 

固有値 
ＪＥＡＧ４６０１-1991 柏崎刈羽原子力発電所第 6号機 

剛の場合 最大加速度（1.0ZPA）を適用す

る。 

 

最大加速度を 1.2倍した（1.2ZPA）

を適用 

 

柔の場合 スペクトルモーダル解析により

算出した弁駆動部の応答を適用

する。 

 

スペクトルモーダル解析＊から算

定される弁駆動部の応答加速度値

又は最大加速度を 1.2 倍した値

（1.2ZPA）のいずれか大きい方を

適用する。 

 

注記＊：20Hzを超える振動数領域まで考慮した地震応答解析により算定する。 

 

3.  スペクトルモーダル解析において考慮する高振動数領域及び床応答曲線について 

高振動数領域を考慮した弁の機能維持評価について，動的機能維持要求弁として原子炉格 

容器内に設置される主蒸気弁及び原子炉格納容器外に設置される非常用ガス処理系の弁に対 

して検討を行った。 

柏崎刈羽原子力発電所第 6号機における従来の弁の機能維持評価に用いる振動数領域は 20Hz 

までとしていたが，新たに 30Hz，50Hzまで考慮したスペクトルモーダル解析を実施した。本検 

討の詳細を添付 1に示す。 

解析結果としては 30Hzまで振動数を考慮した場合については，20Hzに比べて応答加速度が

増加したものの，50Hzまで考慮した場合では，30Hzまでの応答加速度に対して，弁駆動部の応

答加速度値に増加がないことから，柏崎刈羽原子力発電所第 6号機における弁の機能維持評価

に用いる振動数領域については，30Hzまでを基本として評価を実施することとする。 

また，床応答曲線の作成方法の妥当性確認として，50Hzまで作成した床応答曲線と 20Hzか

ら 50Hzまでの領域を最大加速度（1.0ZPA）とした床応答曲線を用いてスペクトルモーダル解析

を実施した。本検討の詳細は添付 2に示す。 

本検討より，20Hz近傍にて卓越する応答を示す原子炉遮蔽壁及び原子炉本体基礎について

は，20Hzを超えた範囲を最大加速度（1.0ZPA）とした場合に対して，30Hzまで作成した床応答

曲線を用いた場合において応答加速度の増加が確認された。弁の動的機能維持評価に用いる評

価条件は以下のとおりとする。原子炉格納容器内は添付 5に記載している床応答曲線の 50Hz以

上の領域を最大加速度（1.0ZPA）として，原子炉格納容器外はⅥ-2-1-7「設計用床応答曲線の

作成方針」に記載している設計用床応答曲線Ⅰの 20Hz以上の領域を最大加速度（1.0ZPA）とし

て評価に用いる。 
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表 1 弁の動的機能維持評価に用いる評価条件 

評価対象弁の 

設置個所 

弁の動的機能維持評価に用いる 

評価条件 

原子炉格納 

容器内 

床応答スペクトルの作成を 50Hz とし 

50Hzを超えた範囲は最大加速度（1.0ZPA） 

原子炉格納 

容器外 

床応答スペクトルの作成を 20Hz とし 

20Hzを超えた範囲は最大加速度（1.0ZPA） 

 

なお，本評価は代表的な弁での検討であるため，その他の動的機能要求弁（添付 3参照）に

ついても，振動数領域を 30Hz及び 50Hzまで考慮した応答加速度の比較を行うこととし，有意

な応答増加が確認された場合は有意な応答増加がなくなる範囲まで振動数領域を拡張すること

により，機能維持の確認を行う（図 2参照）。有意な応答増加の詳細については添付 4に示

す。 

 

4.  高振動数領域を考慮した弁の動機機能維持評価結果 

振動数領域を 30Hz及び 50Hzまで考慮した場合の応答加速度を表 2に示す。なお，振動数領 

域を 30Hz 及び 50Hz まで考慮した応答加速度の比較を行った結果，有意な応答増加を示す弁

は確認されなかった。 

  



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注記＊1：有意な増加とは，応答加速度の増加率が 10％以上且つ，応答加速度の増加値が機能維

持評価用加速度の 10％以上である場合を指す（例：機能維持評価用加速度が 6.0Gの

弁の場合，応答加速度の増加率が 10％以上且つ，応答加速度の増加値が 0.6G以上で

あれば有意な増加として扱う） 

  ＊2：nの初期値は 2とし，③の結果が Yesになるごとに 1を加算していく 

 

図 2 高振動数領域を考慮した動的機能維持評価フロー 

 

30Hz打ち切りで 
応答加速度を算定 

50Hz打ち切りで 
応答加速度を算定 

①応答加速度に有意な増加*1 

が確認されたか？ 

100Hz打ち切りで 
応答加速度を算定 

追加確認事項なし 

30Hzでの評価結果を 
耐震計算書へ記載 

No 

Yes 

②応答加速度に有意な増加*1 

が確認されたか？ 

追加確認事項なし 

50Hzでの評価結果を 
耐震計算書へ記載 

No 

Yes 

（100×n）Hz打ち切りで 
応答加速度を算定 

③｛（100×(n-1)）｝Hzと比較し
て応答加速度に有意な 
増加*1が確認されたか？ 

追加確認事項なし 

｛（100×(n-1)）｝Hzでの 
評価結果を耐震計算書へ記載 

Yes 

No 
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表 2(1) 高振動数領域を考慮した弁の動的機能維持評価結果 

 

注記＊：上段が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）と最大加速度（1.2ZPA）における最大値，中段 

が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）の値，下段が最大加速度（1.2ZPA）の値。配管系が剛 

な場合は中段の動的解析結果に「－」を記載。  

機能維持
評価用加
速度
①

機能確認
済加速度

③
裕度

機能維持
評価用加
速度
②

機能確認
済加速度

③
裕度

3.24 3.31

(3.24) (3.31)

(1.64) (1.64)

2.53 2.76

(2.53) (2.76)

(1.06) (1.06)

5.96 6.00

(5.96) (6.00)

(1.64) (1.64)

3.06 3.06

(3.06) (3.06)

(1.06) (1.06)

4.85 4.88

(4.85) (4.88)

(1.64) (1.64)

2.22 2.36

(2.22) (2.36)

(1.06) (1.06)

4.70 4.75

(4.70) (4.75)

(1.64) (1.64)

1.97 2.33

(1.97) (2.33)

(1.06) (1.06)

4.04 4.27

(4.04) (4.27)

(1.64) (1.64)

1.63 1.70

(1.63) (1.70)

(1.06) (1.06)

6.09 6.12

(6.09) (6.12)

(1.64) (1.64)

2.05 2.11

(2.05) (2.11)

(1.06) (1.06)

6.29 6.36

(6.29) (6.36)

(1.64) (1.64)

2.04 2.19

(2.04) (2.19)

(1.06) (1.06)

5.85 5.86

(5.85) (5.86)

(1.64) (1.64)

1.81 1.93

(1.81) (1.93)

(1.06) (1.06)

5.83 5.88

(5.83) (5.88)

(1.64) (1.64)

2.01 2.02

(2.01) (2.02)

(1.06) (1.06)

5.18 5.38

(5.18) (5.38)

(1.64) (1.64)

1.62 1.75

(1.62) (1.75)

(1.06) (1.06)

鉛直

水平

安全弁
主蒸気逃がし安全弁
(D)

B21-F001DMS4

鉛直

水平

安全弁
主蒸気逃がし安全弁
(B)

B21-F001BMS2

鉛直

鉛直

水平

安全弁
主蒸気逃がし安全弁
(H)(ADS)

B21-F001HMS8

鉛直

鉛直

水平

安全弁
主蒸気逃がし安全弁
(F)(ADS)

B21-F001FMS6

鉛直

鉛直

鉛直

水平

安全弁
主蒸気逃がし安全弁
(K)

B21-F001KMS10

2.08

2.131.09

0.11

1.971.07

0.31

0.981.03

0.52

5.901.19

0.001.00

0.421.01

2.746.1

1.996.1

1.619.6

3.766.1

3.036.1

3.376.1

2.996.1

2.976.1

3.746.1

3.096.1

30Hz→50Hzでの
増加値の機能確認済
加速度に対する比率
（(②-①)/③）×100

[%]

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式 方向

3.486.1

3.166.1

2.896.1

2.616.1

1.996.1

1.609.6

2.90

1 MS B21-F001A
主蒸気逃がし安全弁
(A)(ADS)

安全弁

水平

MAX（30Hz,1.2ZPA) MAX（50Hz,1.2ZPA)
増加率
（②/
①）

2.21 1.10 3.77鉛直 6.1 2.41 6.1

1.03 0.739.6 2.96 9.6

1.97 9.6 1.96 1.01 0.31

6.1 2.58 1.07 2.30

3 MS B21-F001C
主蒸気逃がし安全弁
(C)(ADS)

安全弁

水平 9.6

2.37 9.6 2.24 1.06 2.40

6.1 3.58 1.05 1.15

5 MS B21-F001E
主蒸気逃がし安全弁
(E)

安全弁

水平 9.6

9.6 2.04 9.6 2.02 1.02

1.52 9.6 1.50 1.02 0.73

6.1 2.78 1.08 2.46

7 MS B21-F001G
主蒸気逃がし安全弁
(G)

安全弁

水平 9.6

9.6 1.57 9.6 1.56 1.01

1.64 9.6 1.63 1.01 0.52

6.1 3.01 1.01 0.16

9 MS B21-F001J
主蒸気逃がし安全弁
(J)

安全弁

水平 9.6

9.6 1.64 9.6 1.63 1.01

9.6 1.85 9.6 1.78 1.04
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表 2(2) 高振動数領域を考慮した弁の動的機能維持評価結果 

 

注記＊：上段が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）と最大加速度（1.2ZPA）における最大値，中段 

が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）の値，下段が最大加速度（1.2ZPA）の値。配管系が剛 

な場合は中段の動的解析結果に「－」を記載。  

機能維持
評価用加
速度
①

機能確認
済加速度

③
裕度

機能維持
評価用加
速度
②

機能確認
済加速度

③
裕度

6.49 6.54

(6.49) (6.54)

(1.64) (1.64)

1.69 1.80

(1.69) (1.80)

(1.06) (1.06)

6.11 6.13

(6.11) (6.13)

(1.64) (1.64)

1.76 1.89

(1.76) (1.89)

(1.06) (1.06)

4.89 4.92

(4.89) (4.92)

(1.64) (1.64)

1.56 1.63

(1.56) (1.63)

(1.06) (1.06)

4.38 4.44

(4.38) (4.44)

(1.64) (1.64)

1.86 1.89

(1.86) (1.89)

(1.06) (1.06)

4.93 4.97

(4.93) (4.97)

(1.64) (1.64)

2.11 2.34

(2.11) (2.34)

(1.06) (1.06)

6.64 6.66

(6.64) (6.66)

(1.64) (1.64)

3.32 3.33

(3.32) (3.33)

(1.06) (1.06)

4.20 4.28

(4.20) (4.28)

(1.64) (1.64)

2.82 2.92

(2.82) (2.92)

(1.06) (1.06)

4.18 4.25

(4.18) (4.25)

(1.64) (1.64)

2.52 2.85

(2.52) (2.85)

(1.06) (1.06)

5.22 5.31

(5.22) (5.31)

(1.64) (1.64)

1.51 1.73

(1.51) (1.73)

(1.06) (1.06)

4.66 4.79

(4.66) (4.79)

(1.64) (1.64)

1.45 1.56

(1.45) (1.56)

(1.06) (1.06)

鉛直

水平

安全弁
主蒸気逃がし安全弁
(N)(ADS)

B21-F001NMS13

鉛直

水平

安全弁
主蒸気逃がし安全弁
(M)

B21-F001MMS12

2.131.08

1.01 0.219.6

3.606.1

30Hz→50Hzでの
増加値の機能確認済
加速度に対する比率
（(②-①)/③）×100

[%]

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式 方向

3.226.1

1.569.6

3.466.1

1.57

MAX（30Hz,1.2ZPA) MAX（50Hz,1.2ZPA)
増加率
（②/
①）

1.47 9.6 1.46 1.01 0.52

6.1 3.38 1.07 1.80

11 MS B21-F001L
主蒸気逃がし安全弁
(L)(ADS)

安全弁

水平 9.6

鉛直 6.1 3.91 6.1 3.74

1.96 9.6 1.95 1.01 0.31

1.05 1.15

9.6

1.02 0.49

9.6 2.19 9.6 2.16

14 MS B21-F001P
主蒸気逃がし安全弁
(P)

安全弁

水平

鉛直

15 MS B21-F001R
主蒸気逃がし安全弁
(R)(ADS)

安全弁

水平

鉛直

6.1 3.27 6.1 3.22

1.02 0.63

6.1 2.89 6.1 2.60

1.01 0.42

1.11 3.77

9.6 1.94 9.6 1.93

1.01 0.16

9.6 1.44 9.6 1.44

1.83 6.1 1.83

1.01 0.21

16 MS B21-F001S
主蒸気逃がし安全弁
(S)

安全弁

水平

鉛直

17 MS B21-F001T
主蒸気逃がし安全弁
(T)(ADS)

安全弁

水平

鉛直

6.1

6.1 2.16 6.1 2.08

1.02 0.83

1.04 1.64

9.6 2.28 9.6 2.24

1.14 5.41

9.6 2.29 9.6 2.25

18 MS B21-F001U
主蒸気逃がし安全弁
(U)

安全弁

水平

鉛直

19 MS B21-F002A 主蒸気内側隔離弁（A)
空気作動
グローブ

弁

水平

鉛直

6.1 2.42 6.1 2.14

1.02 0.73

6.2 4.10 6.2 3.58

1.02 0.90

1.15 3.55

10.0 1.91 10.0 1.88

1.08 1.78

10.0 2.14 10.0 2.08

4.27 6.2 3.97

1.03 1.30

20 MS B21-F002B 主蒸気内側隔離弁（B)
空気作動
グローブ

弁

水平

鉛直 6.2
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表 2(3) 高振動数領域を考慮した弁の動的機能維持評価結果 

 

注記＊：上段が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）と最大加速度（1.2ZPA）における最大値，中段 

が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）の値，下段が最大加速度（1.2ZPA）の値。配管系が剛 

な場合は中段の動的解析結果に「－」を記載。  

機能維持
評価用加
速度
①

機能確認
済加速度

③
裕度

機能維持
評価用加
速度
②

機能確認
済加速度

③
裕度

4.52 4.62

(4.52) (4.62)

(1.64) (1.64)

1.47 1.63

(1.47) (1.63)

(1.06) (1.06)

4.65 4.74

(4.65) (4.74)

(1.64) (1.64)

1.51 1.75

(1.51) (1.75)

(1.06) (1.06)

3.50 3.70

(3.50) (3.70)

(2.49) (2.49)

1.30 1.40

(1.30) (1.40)

(1.02) (1.02)

2.60 3.00

(2.60) (3.00)

(2.49) (2.49)

1.20 1.20

(1.20) (1.20)

(1.02) (1.02)

3.10 3.50

(3.10) (3.50)

(2.49) (2.49)

1.30 1.30

(1.30) (1.30)

(1.02) (1.02)

2.50 2.90

(2.50) (2.90)

(2.49) (2.49)

1.30 1.40

(1.30) (1.40)

(1.02) (1.02)

1.86 1.86

(0.08) (0.08)

(1.86) (1.86)

1.09 1.09

(0.03) (0.06)

(1.09) (1.09)

1.86 1.86

(0.11) (0.11)

(1.86) (1.86)

1.09 1.09

(0.04) (0.05)

(1.09) (1.09)

1.45 1.45

(0.33) (0.84)

(1.45) (1.45)

1.05 1.05

(0.45) (0.59)

(1.05) (1.05)

1.45 1.45

(0.37) (0.85)

(1.45) (1.45)

1.05 1.05

(0.45) (0.59)

(1.05) (1.05)

1.16 4.00

1.08 1.61

1.00 0.00

1.13 4.00

1.00 0.00

1.06 2.00

1.08 1.61

1.16 4.00

4.00

4.76

2.70

4.42

3.33

5.16

2.85

4.76

3.44

4.42

2.85

4.76

3.84

5.16

3.22

4.76

6.2

10.0

6.2

10.0

6.2

10.0

6.2

10.0

6.2

10.0

6.2

空気作動
グローブ

弁

水平

鉛直

空気作動
グローブ

弁

水平

鉛直

空気作動
グローブ

弁

水平

鉛直

空気作動
グローブ

弁

水平

鉛直

MS B21-F003D 主蒸気外側隔離弁(D)

23 MS B21-F003A 主蒸気外側隔離弁(A)

24 MS B21-F003B 主蒸気外側隔離弁(B)

10.0

6.2

10.0

6.2

10.0

6.0 5.71 6.0 5.71

1.00 0.00

1.00 0.00

6.0 4.13 6.0 4.13

30 FDW B21-F052B
原子炉給水ライン内側
隔離弁（B）

逆止弁

水平

鉛直

5.71 6.0 5.71

1.00 0.00

1.00 0.00

6.0 4.13 6.0 4.13

28 FDW B21-F051B
原子炉給水ライン外側
隔離弁（B）

空気作動
逆止弁

水平

鉛直

29 FDW B21-F052A
原子炉給水ライン内側
隔離弁（A）

逆止弁

水平

鉛直

6.0

6.0

1.00 0.00

6.0 3.22 6.0 3.22

1.00 0.00

6.0 3.22 6.0 3.22

5.50 6.0 5.50

1.00 0.00

27 FDW B21-F051A
原子炉給水ライン外側
隔離弁（A）

空気作動
逆止弁

水平

鉛直

6.2 4.10 6.2 3.54

1.02 0.90

6.0 5.50 6.0 5.50

1.00 0.00

25 MS B21-F003C 主蒸気外側隔離弁(C)

26

1.16 3.87

10.0 2.15 10.0 2.10

22 MS B21-F002D 主蒸気内側隔離弁（D)
空気作動
グローブ

弁

水平

鉛直

4.21 6.2 3.80

1.03 1.00

1.11 2.58

10.0 2.21 10.0 2.16

21 MS B21-F002C 主蒸気内側隔離弁（C)
空気作動
グローブ

弁

水平

鉛直 6.2

MAX（30Hz,1.2ZPA) MAX（50Hz,1.2ZPA)
増加率
（②/
①）

30Hz→50Hzでの
増加値の機能確認済
加速度に対する比率
（(②-①)/③）×100

[%]

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式 方向
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表 2(4) 高振動領域を考慮した弁の動的機能維持評価結果 

 

注記＊：上段が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）と最大加速度（1.2ZPA）における最大値，中段 

が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）の値，下段が最大加速度（1.2ZPA）の値。配管系が剛 

な場合は中段の動的解析結果に「－」を記載。  

機能維持
評価用加
速度
①

機能確認
済加速度

③
裕度

機能維持
評価用加
速度
②

機能確認
済加速度

③
裕度

2.67 2.68

(2.67) (2.68)

(1.02) (1.02)

1.05 1.05

(1.05) (1.05)

(1.02) (1.02)

3.16 3.17

(3.16) (3.17)

(1.02) (1.02)

1.43 1.43

(1.43) (1.43)

(1.02) (1.02)

3.23 3.24

(3.23) (3.24)

(1.02) (1.02)

1.44 1.44

(1.44) (1.44)

(1.02) (1.02)

2.82 2.86

(2.82) (2.86)

(1.86) (1.86)

2.32 2.32

(2.32) (2.32)

(1.09) (1.09)

2.90 2.91

(2.90) (2.91)

(1.13) (1.13)

1.09 1.09

(0.21) (0.52)

(1.09) (1.09)

2.40 2.40

(2.40) (2.40)

(1.13) (1.13)

1.09 1.09

(0.44) (0.45)

(1.09) (1.09)

1.45 1.45

(0.44) (1.22)

(1.45) (1.45)

1.05 1.05

(0.35) (0.76)

(1.05) (1.05)

1.45 1.45

(0.50) (1.24)

(1.45) (1.45)

1.17 1.34

(1.17) (1.34)

(1.05) (1.05)

1.36 1.36

(1.36) (1.36)

(1.07) (1.07)

1.10 1.10

(1.10) (1.10)

(1.05) (1.05)

2.77 2.78

(2.77) (2.78)

(1.02) (1.02)

1.86 1.86

(1.86) (1.86)

(1.01) (1.01)

30Hz→50Hzでの
増加値の機能確認済
加速度に対する比率
（(②-①)/③）×100

[%]

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式 方向

MAX（30Hz,1.2ZPA) MAX（50Hz,1.2ZPA)
増加率
（②/
①）

31 RHR E11-F004A
RHR系熱交換器出口弁
（A)

電動
グローブ

弁

水平

鉛直 6.0 5.71 6.0 5.71

1.01 0.17

1.00 0.00

6.0 2.24 6.0 2.23

1.00 0.00

6.0 1.89 6.0 1.89

4.19 6.0 4.19

1.01 0.17

32 RHR E11-F004B
RHR系熱交換器出口弁
（B)

電動
グローブ

弁

水平

鉛直

33 RHR E11-F004C
RHR系熱交換器出口弁
（C)

電動
グローブ

弁

水平

鉛直

6.0

6.0 4.16 6.0 4.16

1.01 0.17

1.00 0.00

6.0 1.85 6.0 1.85

1.00 0.00

6.0 2.12 6.0 2.09

34 RHR E11-F005A RHR注入弁（A)
電動

ゲート弁

水平

鉛直

35 RHR E11-F005B RHR注入弁（B)
電動

ゲート弁

水平

鉛直

6.0 2.58 6.0 2.58

1.02 0.67

6.0 5.50 6.0 5.50

1.01 0.17

1.00 0.00

6.0 2.06 6.0 2.06

1.00 0.00

6.0 2.50 6.0 2.50

5.50 6.0 5.50

1.00 0.00

36 RHR E11-F005C RHR注入弁（C)
電動

ゲート弁

水平

鉛直

37 RHR E11-F006B
RHR系LPFL試験可能逆
止弁（B)

空気作動
逆止弁

水平

鉛直

6.0

6.0 5.71 6.0 5.71

1.00 0.00

1.00 0.00

6.0 4.13 6.0 4.13

1.15 2.83

6.0 4.13 6.0 4.13

38 RHR E11-F006C
RHR系LPFL試験可能逆
止弁（C)

空気作動
逆止弁

水平

鉛直

39 RHR E11-F008A
RHR系試験用調節弁
（A)

電動
グローブ

弁

水平

鉛直

6.0 5.12 6.0 4.47

1.00 0.00

6.0 5.45 6.0 5.45

1.00 0.00

1.00 0.00

6.0 4.41 6.0 4.41

1.00 0.00

6.0 2.16 6.0 2.15

3.22 6.0 3.22

1.01 0.17

40 RHR E11-F008B
RHR系試験用調節弁
（B)

電動
グローブ

弁

水平

鉛直 6.0
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表 2(5) 高振動数領域を考慮した弁の動的機能維持評価結果 

 

注記＊：上段が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）と最大加速度（1.2ZPA）における最大値，中段 

が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）の値，下段が最大加速度（1.2ZPA）の値。配管系が剛 

な場合は中段の動的解析結果に「－」を記載。  

機能維持
評価用加
速度
①

機能確認
済加速度

③
裕度

機能維持
評価用加
速度
②

機能確認
済加速度

③
裕度

2.69 2.69

(2.69) (2.69)

(1.02) (1.02)

1.90 1.90

(1.90) (1.90)

(1.01) (1.01)

3.61 3.62

(3.61) (3.62)

(1.45) (1.45)

1.05 1.05

(0.76) (0.80)

(1.05) (1.05)

3.56 3.58

(3.56) (3.58)

(1.45) (1.45)

1.05 1.05

(0.59) (0.80)

(1.05) (1.05)

3.73 3.75

(3.73) (3.75)

(1.45) (1.45)

1.05 1.05

(0.83) (0.91)

(1.05) (1.05)

1.70 1.70

(1.70) (1.70)

(1.13) (1.13)

1.09 1.09

(0.32) (0.33)

(1.09) (1.09)

3.05 3.05

(3.05) (3.05)

(1.13) (1.13)

1.09 1.09

(0.58) (0.59)

(1.09) (1.09)

2.10 2.11

(2.10) (2.11)

(1.13) (1.13)

1.09 1.09

(0.36) (0.36)

(1.09) (1.09)

2.21 2.24

(2.21) (2.24)

(1.02) (1.02)

1.04 1.04

(1.04) (1.04)

(1.02) (1.02)

2.55 2.61

(2.55) (2.61)

(1.02) (1.02)

1.03 1.03

(1.03) (1.03)

(1.02) (1.02)

2.54 2.60

(2.54) (2.60)

(1.02) (1.02)

1.02 1.02

(1.02) (1.02)

(1.02) (1.02)

30Hz→50Hzでの
増加値の機能確認済
加速度に対する比率
（(②-①)/③）×100

[%]

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式 方向

MAX（30Hz,1.2ZPA) MAX（50Hz,1.2ZPA)
増加率
（②/
①）

41 RHR E11-F008C
RHR系試験用調節弁
（C)

電動
グローブ

弁

水平

鉛直 6.0 3.15 6.0 3.15

1.00 0.00

1.00 0.00

6.0 2.23 6.0 2.23

1.00 0.00

6.0 1.66 6.0 1.65

42 RHR E11-F010A
RHR系停止時冷却内側
隔離弁（A）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

43 RHR E11-F010B
RHR系停止時冷却内側
隔離弁（B）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

6.0 5.71 6.0 5.71

1.01 0.17

6.0 5.71 6.0 5.71

1.01 0.33

1.00 0.00

6.0 1.68 6.0 1.67

1.00 0.00

6.0 1.60 6.0 1.60

5.71 6.0 5.71

1.01 0.33

44 RHR E11-F010C
RHR系停止時冷却内側
隔離弁（C）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

45 RHR E11-F011A
RHR系停止時冷却外側
隔離弁（A）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

6.0

6.0 5.50 6.0 5.50

1.00 0.00

1.00 0.00

6.0 3.52 6.0 3.52

1.00 0.00

6.0 1.96 6.0 1.96

46 RHR E11-F011B
RHR系停止時冷却外側
隔離弁（B）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

47 RHR E11-F011C
RHR系停止時冷却外側
隔離弁（C）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

6.0 5.50 6.0 5.50

1.00 0.00

6.0 5.50 6.0 5.50

1.01 0.17

1.00 0.00

6.0 2.85 6.0 2.84

1.00 0.00

6.0 2.71 6.0 2.67

5.76 6.0 5.76

1.02 0.50

48 RHR E11-F013A
RHR系熱交換器バイパ
ス弁（A）

電動
グローブ

弁

水平

鉛直

49 RHR E11-F013B
RHR系熱交換器バイパ
ス弁（B）

電動
グローブ

弁

水平

鉛直

6.0

6.0 5.82 6.0 5.82

1.03 1.00

1.00 0.00

6.0 2.35 6.0 2.29

1.00 0.00

6.0 2.36 6.0 2.30

50 RHR E11-F013C
RHR系熱交換器バイパ
ス弁（C）

電動
グローブ

弁

水平

鉛直 6.0 5.88 6.0 5.88

1.03 1.00
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表 2(6) 高振動数領域を考慮した弁の動的機能維持評価結果 

 

注記＊：上段が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）と最大加速度（1.2ZPA）における最大値，中段 

が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）の値，下段が最大加速度（1.2ZPA）の値。配管系が剛 

な場合は中段の動的解析結果に「－」を記載。  

機能維持
評価用加
速度
①

機能確認
済加速度

③
裕度

機能維持
評価用加
速度
②

機能確認
済加速度

③
裕度

2.07 2.10

(2.07) (2.10)

(1.13) (1.13)

1.09 1.09

(0.88) (0.89)

(1.09) (1.09)

2.17 2.17

(2.17) (2.17)

(1.13) (1.13)

1.15 1.15

(1.15) (1.15)

(1.09) (1.09)

2.87 2.91

(2.87) (2.91)

(1.02) (1.02)

1.02 1.02

(0.49) (0.53)

(1.02) (1.02)

2.82 2.84

(2.82) (2.84)

(1.02) (1.02)

1.04 1.04

(1.04) (1.04)

(1.02) (1.02)

2.93 2.93

(2.93) (2.93)

(1.13) (1.13)

1.09 1.09

(0.40) (0.49)

(1.09) (1.09)

2.98 2.98

(2.98) (2.98)

(1.13) (1.13)

1.09 1.09

(0.40) (0.49)

(1.09) (1.09)

1.73 1.76

(1.73) (1.76)

(1.45) (1.45)

1.05 1.07

(0.66) (1.07)

(1.05) (1.05)

1.45 1.46

(1.44) (1.46)

(1.45) (1.45)

2.76 2.76

(2.76) (2.76)

(1.05) (1.05)

2.45 2.45

(2.45) (2.45)

(1.02) (1.02)

1.02 1.02

(0.60) (0.61)

(1.02) (1.02)

3.93 3.93

(3.93) (3.93)

(1.07) (1.07)

1.39 1.39

(1.39) (1.39)

(1.05) (1.05)

30Hz→50Hzでの
増加値の機能確認済
加速度に対する比率
（(②-①)/③）×100

[%]

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式 方向

MAX（30Hz,1.2ZPA) MAX（50Hz,1.2ZPA)
増加率
（②/
①）

51 RHR E11-F019B
RHR系S/Pスプレイ注入
隔離弁（B）

電動
ゲート弁

水平

鉛直 6.0 5.50 6.0 5.50

1.02 0.50

1.00 0.00

6.0 2.89 6.0 2.85

1.00 0.00

6.0 2.76 6.0 2.76

5.21 6.0 5.21

1.00 0.00

52 RHR E11-F019C
RHR系S/Pスプレイ注入
隔離弁（C）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

53 HPCF E22-F001B
HPCF系CSP側吸込弁
（B）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

6.0

6.0 5.88 6.0 5.88

1.02 0.67

1.00 0.00

6.0 2.09 6.0 2.06

1.00 0.00

6.0 2.12 6.0 2.11

54 HPCF E22-F001C
HPCF系CSP側吸込弁
（C）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

55 HPCF E22-F003B
HPCF系注入隔離弁
（B）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

6.0 5.76 6.0 5.76

1.01 0.33

6.0 5.50 6.0 5.50

1.00 0.00

1.00 0.00

6.0 2.04 6.0 2.04

1.00 0.00

6.0 2.01 6.0 2.01

5.50 6.0 5.50

1.00 0.00

56 HPCF E22-F003C
HPCF系注入隔離弁
（C）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

57 HPCF E22-F004B
HPCF系試験可能逆止弁
（B）

空気作動
逆止弁

水平

鉛直

6.0

6.0 5.71 6.0 5.60

1.02 0.50

1.02 0.33

6.0 3.46 6.0 3.40

1.00 0.00

6.0 4.13 6.0 4.10

58 HPCF E22-F004C
HPCF系試験可能逆止弁
（C）

空気作動
逆止弁

水平

鉛直

59 RCIC E51-F001 RCIC系CSP側吸込弁
電動

ゲート弁

水平

鉛直

6.0 2.17 6.0 2.17

1.01 0.17

6.0 5.88 6.0 5.88

1.00 0.00

1.00 0.00

6.0 2.44 6.0 2.44

1.00 0.00

6.0 1.52 6.0 1.52

4.31 6.0 4.31

1.00 0.00

60 RCIC E51-F004 RCIC系注入弁
電動

グローブ
弁

水平

鉛直 6.0
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表 2(7) 高振動数領域を考慮した弁の動的機能維持評価結果 

 

注記＊：上段が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）と最大加速度（1.2ZPA）における最大値，中段 

が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）の値，下段が最大加速度（1.2ZPA）の値。配管系が剛 

な場合は中段の動的解析結果に「－」を記載。  

機能維持
評価用加
速度
①

機能確認
済加速度

③
裕度

機能維持
評価用加
速度
②

機能確認
済加速度

③
裕度

1.17 1.30

(1.17) (1.30)

(1.02) (1.02)

1.02 1.02

(0.25) (0.25)

(1.02) (1.02)

2.34 2.88

(2.34) (2.88)

(1.64) (1.64)

1.46 1.51

(1.46) (1.51)

(1.06) (1.06)

2.20 2.20

(2.20) (2.20)

(1.13) (1.13)

1.09 1.09

(0.34) (0.70)

(1.09) (1.09)

1.76 1.76

(1.76) (1.76)

(1.02) (1.02)

1.36 1.36

(1.36) (1.36)

(1.02) (1.02)

4.23 4.36

(4.23) (4.36)

(1.35) (1.35)

1.93 1.93

(1.93) (1.93)

(0.96) (0.96)

3.14 3.21

(3.14) (3.21)

(1.35) (1.35)

0.96 0.96

(0.54) (0.65)

(0.96) (0.96)

3.57 3.61

(3.57) (3.61)

(1.06) (1.06)

1.37 1.37

(1.37) (1.37)

(0.90) (0.90)

3.33 3.36

(3.33) (3.36)

(1.35) (1.35)

1.88 1.88

(1.88) (1.88)

(0.96) (0.96)

3.78 3.94

(3.78) (3.94)

(1.35) (1.35)

1.68 1.68

(1.68) (1.68)

(0.96) (0.96)

3.44 3.48

(3.44) (3.48)

(1.06) (1.06)

1.41 1.42

(1.41) (1.42)

(0.90) (0.90)

30Hz→50Hzでの
増加値の機能確認済
加速度に対する比率
（(②-①)/③）×100

[%]

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式 方向

MAX（30Hz,1.2ZPA) MAX（50Hz,1.2ZPA)
増加率
（②/
①）

61 RCIC E51-F006
RCIC系S/P側吸込隔離
弁

電動
ゲート弁

水平

鉛直 6.0 5.88 6.0 5.88

1.12 2.17

1.00 0.00

6.0 5.12 6.0 4.61

1.04 0.83

6.0 2.56 6.0 2.08

62 RCIC E51-F035
RCIC系蒸気ライン内側
隔離弁

電動
ゲート弁

水平

鉛直

63 RCIC E51-F036
RCIC系蒸気ライン外側
隔離弁

電動
ゲート弁

水平

鉛直

6.0 4.10 6.0 3.97

1.24 9.00

6.0 5.50 6.0 5.50

1.00 0.00

1.00 0.00

6.0 2.72 6.0 2.72

1.00 0.00

6.0 3.40 6.0 3.40

4.41 6.0 4.41

1.00 0.00

64 RCIC E51-F037 RCIC系タービン止め弁
電動

グローブ
弁

水平

鉛直

65 RCW P21-F004A
RCW熱交換器（A）冷却
水出口弁

電動
ゲート弁

水平

鉛直

6.0

6.0 3.10 6.0 3.10

1.04 2.17

1.00 0.00

6.0 1.41 6.0 1.37

1.00 0.00

6.0 1.91 6.0 1.86

66 RCW P21-F004B
RCW熱交換器（B）冷却
水出口弁

電動
ゲート弁

水平

鉛直

67 RCW P21-F004C
RCW熱交換器（C）冷却
水出口弁

電動
ゲート弁

水平

鉛直

6.0 6.25 6.0 6.25

1.03 1.17

6.0 4.37 6.0 4.37

1.02 0.67

1.00 0.00

6.0 1.68 6.0 1.66

1.00 0.00

6.0 1.80 6.0 1.78

3.19 6.0 3.19

1.01 0.50

68 RCW P21-F004D
RCW熱交換器（D）冷却
水出口弁

電動
ゲート弁

水平

鉛直

69 RCW P21-F004E
RCW熱交換器（E）冷却
水出口弁

電動
ゲート弁

水平

鉛直

6.0

6.0 3.57 6.0 3.57

1.05 2.67

1.00 0.00

6.0 1.58 6.0 1.52

1.01 0.17

6.0 1.74 6.0 1.72

70 RCW P21-F004F
RCW熱交換器（F）冷却
水出口弁

電動
ゲート弁

水平

鉛直 6.0 4.25 6.0 4.22

1.02 0.67
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表 2(8) 高振動数領域を考慮した弁の動的機能維持評価結果 

 

注記＊：上段が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）と最大加速度（1.2ZPA）における最大値，中段 

が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）の値，下段が最大加速度（1.2ZPA）の値。配管系が剛 

な場合は中段の動的解析結果に「－」を記載。  

機能維持
評価用加
速度
①

機能確認
済加速度

③
裕度

機能維持
評価用加
速度
②

機能確認
済加速度

③
裕度

4.72 4.72

(4.72) (4.72)

(1.35) (1.35)

0.97 0.98

(0.97) (0.98)

(0.96) (0.96)

4.43 4.43

(4.43) (4.43)

(1.35) (1.35)

1.20 1.25

(1.20) (1.25)

(0.96) (0.96)

5.46 5.46

(5.46) (5.46)

(1.06) (1.06)

0.99 1.00

(0.99) (1.00)

(0.90) (0.90)

3.08 3.26

(3.08) (3.26)

(1.07) (1.07)

1.05 1.05

(0.44) (0.62)

(1.05) (1.05)

3.84 3.86

(3.84) (3.86)

(1.13) (1.13)

1.74 1.74

(1.74) (1.74)

(1.09) (1.09)

1.93 1.99

(1.93) (1.99)

(1.13) (1.13)

1.47 1.47

(1.47) (1.47)

(1.09) (1.09)

3.55 3.61

(3.55) (3.61)

(1.22) (1.22)

1.15 1.16

(1.15) (1.16)

(1.13) (1.13)

2.79 2.84

(2.79) (2.84)

(1.13) (1.13)

1.21 1.22

(1.21) (1.22)

(1.09) (1.09)

2.52 2.63

(2.52) (2.63)

(1.13) (1.13)

1.77 1.77

(1.77) (1.77)

(1.09) (1.09)

3.18 3.28

(3.18) (3.28)

(1.22) (1.22)

1.13 1.13

(0.75) (0.76)

(1.13) (1.13)

30Hz→50Hzでの
増加値の機能確認済
加速度に対する比率
（(②-①)/③）×100

[%]

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式 方向

MAX（30Hz,1.2ZPA) MAX（50Hz,1.2ZPA)
増加率
（②/
①）

71 RCW P21-F006A
RCW系冷却水供給温度
調整弁（A/熱交換器
側）

空気作動
バタフライ

弁

水平

鉛直 6.0 6.18 6.0 6.12

1.00 0.00

1.02 0.17

6.0 1.27 6.0 1.27

1.05 0.83

6.0 1.35 6.0 1.35

5.00 6.0 4.80

1.00 0.00

72 RCW P21-F006B
RCW系冷却水供給温度
調整弁（B/熱交換器
側）

空気作動
バタフライ

弁

水平

鉛直

73 RCW P21-F006C
RCW系冷却水供給温度
調整弁（C/熱交換器
側）

空気作動
バタフライ

弁

水平

鉛直

6.0

6.0 6.06 6.0 6.00

1.00 0.00

1.02 0.17

6.0 1.09 6.0 1.09

1.00 0.00

6.0 1.94 6.0 1.84

74 RCW P21-F013A
RHR熱交換器（A）冷却
水出口弁

電動
グローブ

弁

水平

鉛直

75 RCW P21-F013B
RHR熱交換器（B）冷却
水出口弁

電動
グローブ

弁

水平

鉛直

6.0 5.71 6.0 5.71

1.06 3.00

6.0 3.44 6.0 3.44

1.01 0.33

1.00 0.00

6.0 1.56 6.0 1.55

1.00 0.00

6.0 3.10 6.0 3.01

4.08 6.0 4.08

1.04 1.00

76 RCW P21-F013C
RHR熱交換器（C）冷却
水出口弁

電動
グローブ

弁

水平

鉛直

77 RCW P21-F055A
非常用D/G（A）冷却水
出口弁（A）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

6.0

6.0 5.21 6.0 5.17

1.02 1.00

1.01 0.17

6.0 1.69 6.0 1.66

1.01 0.17

6.0 2.15 6.0 2.11

78 RCW P21-F055B
非常用D/G（B）冷却水
出口弁（B）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

79 RCW P21-F055C
非常用D/G（C）冷却水
出口弁（C）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

6.0 4.95 6.0 4.91

1.02 0.83

6.0 3.38 6.0 3.38

1.05 1.83

1.00 0.00

6.0 2.38 6.0 2.28

1.00 0.00

6.0 1.88 6.0 1.82

5.30 6.0 5.30

1.04 1.67

80 RCW P21-F055D
非常用D/G（D）冷却水
出口弁（D）

電動
ゲート弁

水平

鉛直 6.0
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表 2(9) 高振動数領域を考慮した弁の動的機能維持評価結果 

 

注記＊：上段が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）と最大加速度（1.2ZPA）における最大値，中段 

が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）の値，下段が最大加速度（1.2ZPA）の値。配管系が剛 

な場合は中段の動的解析結果に「－」を記載。  

機能維持
評価用加
速度
①

機能確認
済加速度

③
裕度

機能維持
評価用加
速度
②

機能確認
済加速度

③
裕度

3.12 3.30

(3.12) (3.30)

(1.13) (1.13)

1.47 1.48

(1.47) (1.48)

(1.09) (1.09)

2.98 3.13

(2.98) (3.13)

(1.13) (1.13)

1.41 1.41

(1.41) (1.41)

(1.09) (1.09)

1.06 1.21

(0.36) (1.21)

(1.06) (1.06)

0.90 1.12

(0.73) (1.12)

(0.90) (0.90)

1.70 1.81

(1.70) (1.81)

(1.06) (1.06)

0.90 0.90

(0.83) (0.85)

(0.90) (0.90)

1.29 1.33

(1.29) (1.33)

(1.06) (1.06)

1.02 1.07

(1.02) (1.07)

(0.90) (0.90)

1.06 1.37

(0.33) (1.37)

(1.06) (1.06)

0.95 0.99

(0.95) (0.99)

(0.90) (0.90)

1.52 1.62

(1.52) (1.62)

(1.06) (1.06)

0.93 1.00

(0.93) (1.00)

(0.90) (0.90)

1.23 1.30

(1.23) (1.30)

(1.06) (1.06)

0.90 0.90

(0.63) (0.85)

(0.90) (0.90)

3.74 3.78

(3.74) (3.78)

(1.45) (1.45)

1.05 1.06

(0.97) (1.06)

(1.05) (1.05)

2.64 2.64

(2.64) (2.64)

(1.13) (1.13)

1.09 1.09

(0.48) (0.63)

(1.09) (1.09)

6.0 5.50 6.0 5.50

1.00 0.00

1.00 0.00

6.0 2.27 6.0 2.27

90 CUW G31-F003
CUW系吸込ライン外側
隔離弁

電動
ゲート弁

水平

鉛直

5.71 6.0 5.66

1.02 0.67

1.01 0.17

6.0 1.60 6.0 1.58

88 RSW P41-F002F RSWポンプ（F）吐出弁
電動

バタフライ
弁

水平

鉛直

89 RHR G31-F002
CUW系吸込ライン内側
隔離弁

電動
ゲート弁

水平

鉛直

6.0

6.0

1.08 1.17

6.0 3.94 6.0 3.70

1.00 0.00

6.0 4.87 6.0 4.61

6.66 6.0 6.66

1.06 1.17

87 RSW P41-F002E RSWポンプ（E）吐出弁
電動

バタフライ
弁

水平

鉛直

6.0 6.31 6.0 6.06

1.30 5.17

6.0 6.45 6.0 6.00

1.07 1.67

1.05 0.67

6.0 5.66 6.0 4.37

86 RSW P41-F002D RSWポンプ（D）吐出弁
電動

バタフライ
弁

水平

鉛直

5.88 6.0 5.60

1.04 0.67

1.05 0.83

6.0 4.65 6.0 4.51

84 RSW P41-F002B RSWポンプ（B）吐出弁
電動

バタフライ
弁

水平

鉛直

85 RSW P41-F002C RSWポンプ（C）吐出弁
電動

バタフライ
弁

水平

鉛直

6.0

6.0

1.25 3.67

6.0 5.66 6.0 4.95

1.00 0.00

6.0 3.52 6.0 3.31

6.66 6.0 6.66

1.07 1.83

83 RSW P41-F002A RSWポンプ（A）吐出弁
電動

バタフライ
弁

水平

鉛直

6.0 4.25 6.0 4.25

1.06 2.50

6.0 6.66 6.0 5.35

1.15 2.50

1.00 0.00

6.0 2.01 6.0 1.91

82 RCW P21-F055F
非常用D/G（F）冷却水
出口弁（F）

電動ゲート
弁

水平

鉛直

4.08 6.0 4.05

1.06 3.00

1.01 0.17

6.0 1.92 6.0 1.81

81 RCW P21-F055E
非常用D/G（E）冷却水
出口弁（E）

電動ゲート
弁

水平

鉛直 6.0

MAX（30Hz,1.2ZPA) MAX（50Hz,1.2ZPA)
増加率
（②/
①）

30Hz→50Hzでの
増加値の機能確認済
加速度に対する比率
（(②-①)/③）×100

[%]

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式 方向
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表 2(10) 高振動数領域を考慮した弁の動的機能維持評価結果 

 

注記＊：上段が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）と最大加速度（1.2ZPA）における最大値，中段 

が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）の値，下段が最大加速度（1.2ZPA）の値。配管系が剛 

な場合は中段の動的解析結果に「－」を記載。  

機能維持
評価用加
速度
①

機能確認
済加速度

③
裕度

機能維持
評価用加
速度
②

機能確認
済加速度

③
裕度

2.05 2.16

(2.05) (2.16)

(1.62) (1.62)

1.20 1.20

(1.03) (1.14)

(1.20) (1.20)

3.23 3.29

(3.23) (3.29)

(1.62) (1.62)

1.31 1.34

(1.31) (1.34)

(1.20) (1.20)

1.75 1.91

(1.75) (1.91)

(1.62) (1.62)

1.30 1.33

(1.30) (1.33)

(1.20) (1.20)

1.70 2.08

(1.70) (2.08)

(1.62) (1.62)

1.29 1.32

(1.29) (1.32)

(1.20) (1.20)

3.81 3.88

(3.81) (3.88)

(2.31) (2.31)

3.24 3.24

(3.24) (3.24)

(1.24) (1.24)

3.21 3.26

(3.21) (3.26)

(2.31) (2.31)

2.55 2.55

(2.55) (2.55)

(1.24) (1.24)

2.25 2.30

(2.25) (2.30)

(1.13) (1.13)

1.09 1.09

(0.70) (0.82)

(1.09) (1.09)

2.87 2.87

(2.87) (2.87)

(1.22) (1.22)

1.13 1.13

(1.11) (1.11)

(1.13) (1.13)

2.72 2.73

(2.72) (2.73)

(1.13) (1.13)

1.09 1.09

(0.91) (0.91)

(1.09) (1.09)

3.34 3.35

(3.34) (3.35)

(1.22) (1.22)

1.86 1.86

(1.86) (1.86)

(1.13) (1.13)

100 FCS T49-F003B
FCS入口第二隔離弁
（B）

電動
ゲート弁

水平

鉛直 6.0

5.50 6.0 5.50

1.01 0.17

1.00 0.00

6.0 2.20 6.0 2.19

1.00 0.00

6.0 1.79 6.0 1.79

3.22 6.0 3.22

1.01 0.17

98 FCS T49-F001B
FCS入口第一隔離弁
（B）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

99 FCS T49-F003A
FCS入口第二隔離弁
（A）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

6.0

6.0

5.50 6.0 5.50

1.03 0.83

1.00 0.00

6.0 2.66 6.0 2.60

1.00 0.00

6.0 2.09 6.0 2.09

5.30 6.0 5.30

1.00 0.00

96 SGTS T22-F004B
SGTSフィルタ装置出口
弁

電動
バタフライ

弁

水平

鉛直

97 FCS T49-F001A
FCS入口第一隔離弁
（A）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

6.0

6.0

1.85 6.0 1.85

1.02 1.17

1.00 0.00

6.0 1.57 6.0 1.54

1.00 0.00

6.0 1.86 6.0 1.84

2.35 6.0 2.35

1.02 0.83

94 SGTS T22-F002B SGTS乾燥装置入口弁
電動

バタフライ
弁

水平

鉛直

95 SGTS T22-F004A
SGTSフィルタ装置出口
弁

電動
バタフライ

弁

水平

鉛直

6.0

6.0

4.61 6.0 4.51

1.10 2.67

1.03 0.50

6.0 3.42 6.0 3.14

1.03 0.50

6.0 3.52 6.0 2.88

4.65 6.0 4.54

1.23 6.33

92 SGTS T22-F001B SGTS入口隔離弁
空気作動
バタフライ

弁

水平

鉛直

93 SGTS T22-F002A SGTS乾燥装置入口弁
電動

バタフライ
弁

水平

鉛直

6.0

6.0

5.00 6.0 5.00

1.06 1.83

1.00 0.00

6.0 2.92 6.0 2.77

1.03 0.50

6.0 1.85 6.0 1.82

4.58 6.0 4.47

1.02 1.00

91 SGTS T22-F001A SGTS入口隔離弁
空気作動
バタフライ

弁

水平

鉛直 6.0

MAX（30Hz,1.2ZPA) MAX（50Hz,1.2ZPA)
増加率
（②/
①）

30Hz→50Hzでの
増加値の機能確認済
加速度に対する比率
（(②-①)/③）×100

[%]

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式 方向
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表 2(11) 高振動数領域を考慮した弁の動的機能維持評価結果 

 

注記＊：上段が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）と最大加速度（1.2ZPA）における最大値，中段 

が動的解析結果（30Hz又は 50Hz）の値，下段が最大加速度（1.2ZPA）の値。配管系が剛 

な場合は中段の動的解析結果に「－」を記載。 

機能維持
評価用加
速度
①

機能確認
済加速度

③
裕度

機能維持
評価用加
速度
②

機能確認
済加速度

③
裕度

3.21 3.22

(3.21) (3.22)

(1.13) (1.13)

1.12 1.12

(1.12) (1.12)

(1.09) (1.09)

2.40 2.44

(2.40) (2.44)

(1.07) (1.07)

1.05 1.05

(0.92) (0.93)

(1.05) (1.05)

3.83 3.84

(3.83) (3.84)

(1.13) (1.13)

1.09 1.09

(0.94) (0.94)

(1.09) (1.09)

2.02 2.03

(2.02) (2.03)

(1.07) (1.07)

1.05 1.05

(0.54) (0.62)

(1.05) (1.05)

1.36 1.36

― ―

(1.36) (1.36)

1.27 1.27

― ―

(1.27) (1.27)

30Hz→50Hzでの
増加値の機能確認済
加速度に対する比率
（(②-①)/③）×100

[%]

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式 方向

MAX（30Hz,1.2ZPA) MAX（50Hz,1.2ZPA)
増加率
（②/
①）

101 FCS T49-F007A
FCS出口第二隔離弁
（A）

電動
ゲート弁

水平

鉛直 6.0 5.35 6.0 5.35

1.01 0.17

1.00 0.00

6.0 1.86 6.0 1.86

1.00 0.00

6.0 2.50 6.0 2.45

102 FCS T49-F007B
FCS出口第二隔離弁
（B）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

103 FCS T49-F008A
FCS出口第一隔離弁
（A）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

6.0 5.71 6.0 5.71

1.02 0.67

6.0 5.50 6.0 5.50

1.01 0.17

1.00 0.00

6.0 1.56 6.0 1.56

1.01 0.17

1.00 0.00

6.0 2.97 6.0 2.95

104 FCS T49-F008B
FCS出口第一隔離弁
（B）

電動
ゲート弁

水平

鉛直

6.0 4.72

6.0 4.41 6.0 4.41

105 CRD C12-D001-126 スクラム弁 空気作動弁

水平

6.0 5.71 6.0 5.71

6.0 4.72 1.00 0.00

1.00 0.00

鉛直
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添付 1 

 

高振動数領域を考慮した弁の機能維持評価 

 

1.  はじめに 

  高振動数領域を考慮した弁の機能維持として，スペクトルモーダル解析にて考慮する範囲を

20Hz，30Hz及び 50Hzまでとし，弁駆動部の応答加速度を算定した。 

 

2.  評価対象の選定 

  動的機能維持の評価対象弁が設置されている建物は原子炉建屋とタービン建屋であることか

ら，設計用床応答曲線のうち弁の動的機能維持評価に用いる原子炉遮蔽壁及び原子炉本体基礎，

原子炉建屋，タービン建屋の設計用床応答曲線の例を図 1に示す。 

 原子炉遮蔽壁及び原子炉本体基礎の設計用床応答曲線は 20Hz近傍で卓越しており，原子炉建

屋及びタービン建屋とは異なる傾向であることが確認できる。 

 この傾向を踏まえ，20Hz近傍にて卓越する応答を示す原子炉遮蔽壁及び原子炉本体基礎の設

計用床応答曲線を用いる弁と，20Hz近傍で応答が卓越しない原子炉建屋及びタービン建屋の設

計用床応答曲線を用いる弁から，20Hzまで考慮したスペクトルモーダル解析において裕度が最

小となる対象として，主蒸気系弁及び非常用ガス処理系弁を評価対象として選定した。 

評価対象弁近傍の解析モデルを図 2に示す。 
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水平方向                鉛直方向 

図 1(1) 原子炉遮蔽壁（T.M.S.L. 18.440m）の設計用床応答曲線（減衰定数 2.0%） 

 

    

水平方向                 鉛直方向 

図 1(2) 原子炉建屋（T.M.S.L. 12.300m）の設計用床応答曲線（減衰定数 2.0%） 

 

    

水平方向                 鉛直方向 

図 1(3) タービン建屋（T.M.S.L. 12.300m）の設計用床応答曲線（減衰定数 2.0%） 

 

減衰定数 2.0% 

減衰定数 2.0% 

減衰定数 2.0% 

減衰定数 2.0% 

減衰定数 2.0% 減衰定数 2.0% 
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図 2(1) 評価対象弁近傍の配管解析モデル図（主蒸気系配管） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2(2) 評価対象弁近傍の配管解析モデル図（非常用ガス処理系配管） 
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3.  入力条件 

  当該解析モデルは柔構造であることから，スペクトルモーダル解析から算定される弁駆動部の

応答加速度値又は最大加速度を 1.2倍した値（1.2ZPA）の何れか大きい方を適用して機能維持評

価を行う。 

 スペクトルモーダル解析における入力条件としては，設計用床応答曲線Ⅰを用いることとす

る。なお設計用床応答曲線Ⅰの作成を 20Hzとしていることから，20Hzを超えた範囲について，

原子炉格納容器外は最大加速度，原子炉格納容器内は床応答曲線の作成範囲を 50Hzまでとした

床応答曲線を入力とする（詳細は添付 2に示す）。入力条件となる検討用床応答曲線及び動的機

能維持評価用床応答曲線を図 3に示す。各床応答曲線の適用性を添付 2に示す。 

 

  

水平方向                鉛直方向 

図 3(1) 原子炉遮蔽壁（T.M.S.L. 18.100m）の検討用床応答曲線（減衰定数 2.0%） 

（床応答スペクトルの作成範囲を 50Hzとして作成） 

   

   

水平方向                鉛直方向 

図 3(2)  原子炉建屋（T.M.S.L. 49.700m）の設計用床応答曲線（減衰定数 2.0%） 

（床応答スペクトルの作成を 20Hzとし，20Hzを超えた範囲は最大加速度として作成） 

 

 

  

減衰定数 2.0% 減衰定数 2.0% 

減衰定数 2.0% 減衰定数 2.0% 
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4.  解析結果 

  解析モデルを用いた地震応答解析による弁駆動部における応答加速度の算定結果を表 1に示

す。表 1に示すとおり 20Hzの応答加速度に対して，30Hzまで考慮した応答加速度は増加してい

るものの，50Hzまで考慮した応答加速度は，30Hzに対して大きな増加は認められなかった。 

 

表 1 弁駆動部における応答加速度 

弁名称 方向 

スペクトルモーダル解析 

（G） 

最大加速度 

（1.2ZPA） 

（G） 20Hz 30Hz 50Hz 

主蒸気逃がし安全弁（J） 

（B21-F001J） 

水平 4.91 5.83 5.88 1.64 

鉛直 1.33 2.01 2.02 1.06 

SGTSフィルタ装置出口弁 

（T22-F004A) 

水平 3.59 3.85 3.92 2.31 

鉛直 3.23 3.24 3.24 1.24 

 

参考として，固有値解析結果のうち固有振動数及び刺激係数を表 2に，振動モード図を図 4に 

示す。 

 

5.  応答加速度増加の要因推定 

  B21-F001J の鉛直方向の応答加速度が 20Hz から 30Hz で大きく増加している要因を以下のと

おり推定した。 

 B21-F001Jの近傍には軸直 2方向で支持する 2箇所のスナッバ及びストレイントを有しており

高い剛性を有している（図 5参照）。 

また，原子炉遮蔽壁の床応答曲線は鉛直方向が卓越しており，20Hz 以降の振動数領域におい 

ても震度が大きいこと及び当該弁が設置された配管系の振動モードとして，18次のモードが卓 

越していることから応答加速度が増加に至ったものと考えられる。 
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表 2(1) 主蒸気系配管の固有周期，刺激係数及び設計震度 

モード 
固有振動数 

（Hz） 

固有周期 

（S） 

刺激係数 
設計震度 

水平方向 鉛直方向 

X方向 Y方向 Z方向 X方向 Z方向 Y方向 

1次 

 

2次 

3次 

4次 

5次 

6次 

7次 

8次 

9次 

10次 

11次 

12次 

13次 

14次 

15次 

16次 

17次 

18次 

19次 

20次 

21次 

22次 

23次 

24次 

25次 

26次 

27次 

28次 

29次 

30次 

31次 

32次 
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表 2(2) 主蒸気系配管の固有周期，刺激係数及び設計震度 

モード 
固有振動数 

（Hz） 

固有周期 

（S） 

刺激係数 
設計震度 

水平方向 鉛直方向 

X方向 Y方向 Z方向 X方向 Z方向 Y方向 

33次 

 

34次 

35次 

36次 

37次 

38次 

39次 

40次 

41次 

42次 

43次 

44次 

45次 

46次 

47次 

48次 

49次 

50次 

51次 

52次 

53次 

54次 

55次 

56次 

57次 

58次 

59次 

60次 

61次 

62次 

63次 

64次 

65次 
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表 2(3) 非常用ガス処理系配管の固有周期，刺激係数及び設計震度 

モード 
固有振動数 

（Hz） 

固有周期 

（s） 

刺激係数 
設計震度 

水平方向 鉛直方向 

X方向 Y方向 Z方向 X方向 Z方向 Y方向 

1次  

2次 

3次 

4次 

5次 

6次 

7次 

8次 

9次 

10次 

11次 

12次 

13次 

14次 

15次 

16次 

17次 

18次 

19次 

20次 

21次 

22次 

23次 

24次 

25次 

26次 

27次 

28次 

29次 

30次 

31次 
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振動モード図（1次）          振動モード図（2次） 

固有振動数：11.879Hz         固有振動数：12.650Hz 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振動モード図（3次）         振動モード図（4次） 

固有振動数：13.512Hz          固有振動数：15.170Hz 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振動モード図（5次）         振動モード図（6次） 

固有振動数：15.561Hz         固有振動数：16.004Hz 

 

図 4(1) 振動モード図（主蒸気系配管） 
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振動モード図（7次）         振動モード図（8次） 

固有振動数：16.556Hz         固有振動数：17.691Hz 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振動モード図（9次）         振動モード図（10次） 

固有振動数：17.850Hz         固有振動数：18.529Hz 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振動モード図（15次）         振動モード図（64次） 

固有振動数：20.091Hz         固有振動数：49.718Hz 

 

図 4(2) 振動モード図（主蒸気系配管） 
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振動モード図（1次）         振動モード図（2次） 

固有振動数：8.668Hz         固有振動数：11.190Hz 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振動モード図（3次）         振動モード図（4次） 

固有振動数：12.769Hz         固有振動数：13.608Hz 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

振動モード図（5次）         振動モード図（6次） 

固有振動数：14.078Hz         固有振動数：15.544Hz 

 

図 4(3) 振動モード図（非常用ガス処理系配管）  
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振動モード図（7次）         振動モード図（8次） 

固有振動数：16.359Hz         固有振動数：17.574Hz 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

振動モード図（9次）         振動モード図（10次） 

固有振動数：19.606Hz         固有振動数：19.932Hz 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振動モード図（30次）  

固有振動数：48.775Hz   

 

図 4(4) 振動モード図（非常用ガス処理系配管） 
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図 5(1） 主蒸気系配管の解析モデル図（全体図）（モデル No. MS-002）  
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図 5(2) 主蒸気系配管の解析モデル図（弁近傍）（モデル No. MS-002） 
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添付 2 

弁の動的機能維持評価に用いる床応答曲線について 

 

1.  はじめに 

  本資料では弁の動的機能維持評価に用いる床応答曲線の作成方法として，設計用床応答曲線の

20Hz以上を最大加速度とすることが妥当であることを確認するため，20Hz 近傍にて卓越する応

答を示す原子炉遮蔽壁及び原子炉本体基礎及び 20Hz近傍で応答が卓越しない原子炉建屋の設計

用床応答曲線を弁の動的機能維持評価に用いる配管系を対象に妥当性を確認する。 

 

 

図 1 動的機能維持要求弁に用いる床応答曲線（イメージ図） 
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2.  配管系の地震応答解析 

  原子炉遮蔽壁及び原子炉本体基礎及び原子炉建屋の設計用床応答曲線を適用し，スペクトルモ

ーダル解析を実施する解析モデルのうち，ここでは添付 1と同一の主蒸気系主蒸気逃がし安全弁 

（B21-F001J）及び非常用ガス処理系 SGTS フィルタ装置出口弁（T22-F004A）について確認を行

う。評価対象弁近傍の解析モデルを図 2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2(1) 評価対象弁近傍の配管解析モデル図（主蒸気系配管） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2(2) 評価対象弁近傍の配管解析モデル図（非常用ガス処理系配管）  
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3.  確認内容 

  動的機能維持対象弁の応答加速度の算出に用いる床応答曲線として，以下 2種類を作成し，ス

ペクトルモーダル解析により弁位置の応答加速度を算出することにより行う。 

 なお，各床応答曲線は 50Hzまで作成するが，添付 1にて地震応答解析において 30Hz以上で応

答加速度の大きな増加が認められなかったことから，本確認においては 30Hz までを考慮した地

震応答解析を実施する。 

 

a．動的機能維持評価用床応答曲線 

   柏崎刈羽原子力発電所第 6号機の動的機能維持評価に用いる床応答曲線であり，床応答スペ

クトルの作成を 20Hzとし，20Hzを超えた範囲は最大加速度として作成する。（図 3）。 

 

b．検討用床応答曲線 

   動的機能維持確認用床応答曲線との応答比較のために用いる床応答曲線とし，床応答スペク

トルの作成範囲を 50Hzとする（図 4）。 
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水平方向                  鉛直方向 

図 3(1) 動的機能維持評価用応答曲線 

（床応答スペクトルの作成を 20Hzとし，20Hzを超えた範囲は最大加速度として作成） 

（原子炉遮蔽壁 T.M.S.L. 18.100m 減衰定数 2.0%） 

 

 

 

     

水平方向                   鉛直方向 

図 3(2) 動的機能維持評価用応答曲線 

（床応答スペクトルの作成を 20Hzとし，20Hzを超えた範囲は最大加速度として作成） 

原子炉建屋（T.M.S.L. 49.700m）の設計用床応答曲線（減衰定数 2.0%） 

 

  

減衰定数 2.0% 
減衰定数 2.0% 

減衰定数 2.0% 減衰定数 2.0% 
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水平方向                鉛直方向 

図 4(1) 検討用床応答曲線 

（床応答スペクトルの作成範囲を 50Hzとして作成） 

（原子炉遮蔽壁 T.M.S.L. 18.100m 減衰定数 2.0%） 

 

 

 

   

水平方向               鉛直方向 

図 4(2) 検討用床応答曲線 

（床応答スペクトルの作成範囲を 50Hzとして作成） 

（原子炉建屋（T.M.S.L. 49.700m 減衰定数 2.0%） 

 

 

 

 

 

  

減衰定数 2.0% 
減衰定数 2.0% 

減衰定数 2.0% 減衰定数 2.0% 
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4. 確認結果 

 （1） 確認結果 

各床応答曲線を用いた地震応答解析による弁駆動部の応答加速度の算定結果を表 1に示 

す。 

主蒸気逃がし安全弁については，今回表記に適用する動的機能維持評価用床応答曲線によ

る評価結果及び最大加速度 1.2ZPA の弁駆動部の応答加速度と比較して，検討用床応答曲線

の評価結果の鉛直方向が約 1.3倍増加することを確認した。 

 SGTS フィルタ装置出口弁については，今回評価に適用する動的機能維持評価用床応答曲

線による評価結果及び最大加速度 1.2ZPA と検討用床応答曲線の評価結果で，弁駆動部の応

答加速度の大きな差がないことを確認した。 

 なお，各弁共に評価結果が機能確認済加速度以下である。 

 

表 1 弁駆動部位置における応答加速度 

 

主蒸気逃がし安全弁 

（B21-F001J） 

SGTS フィルタ装置出口弁 

（T22-F004A） 

弁駆動部の応答加速度（G） 

水平方向 鉛直方向 水平方向 鉛直方向 

動的機能 

維持 

評価用 

動的機能維持確認用床応 

答曲線*1による結果 
5.16 1.57 3.59 3.23 

最大加速度 

1.2ZPA 
1.64 1.06 2.31 1.24 

包絡値 5.16 1.57 3.59 3.23 

検討用 
検討用床応答曲線*2 

による結果 
5.83 2.01 3.85 3.24 

機能確認済加速度(G) 9.6 6.1 6.0 

注記＊1：床応答曲線の作成を 20Hzとし，20Hzを超えた範囲は最大加速度として作成（図 3） 

＊2：床応答曲線の作成を 50Hzとして作成（図 4） 
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（2）  確認結果を踏まえた対応 

前述の通り，20Hz近傍にて卓越する応答を示す原子炉遮蔽壁及び原子炉本体基礎の床応

答曲線を弁の動的機能維持評価に用いる配管系では，機能確認済加速度以下ではあるものの

20Hzを超える範囲の作成方法による弁駆動部応答加速度への影響があることを確認した。 

 本解析結果を踏まえて，20Hz近傍にて卓越する応答を示す原子炉遮蔽壁及び原子炉本体

基礎の床応答曲線を用いる，即ち原子炉格納容器内に設置されている弁の動的機能維持評価

には検討用床応答曲線を用いる。 

 一方で，20Hz近傍で応答が卓越しない原子炉格納容器外に設置されている弁の動的機能

維持評価には動的機能維持評価用床応答曲線を用いる（表 2参照）。 

 

表 2 弁の動的機能維持評価に用いる床応答曲線の使用分類 

評価対象弁の 

設置個所 

弁の動的機能維持評価に用いる 

床応答曲線 

原子炉格納 

容器内 

検討用床応答曲線 

床応答スペクトルの作成範囲を 

50Hzとして作成 

原子炉格納 

容器外 

動的機能維持評価用床応答曲線 

床応答スペクトルの作成を 20Hzとし，20Hz 

を超えた範囲は最大加速度として作成 

 

参考として，固有値解析結果のうち固有振動数及び刺激係数を表 3及び表 4に，主要次数の

モード図を図 5及び図 6に示す。 

 

5.  応答加速度増加の要因推定 

  B21-F001J の鉛直方向の応答加速度が，動的機能維持確認用床応答曲線と比較して検討用床応 

答曲線を用いて評価した場合に大きく増加している要因を以下のとおり推定した。 

B21-F001Jの近傍には軸直 2方向で支持する 2箇所のスナッバ及びストレイントを有しており

高い剛性を有している（図 7 参照）。  

また，原子炉遮蔽壁の床応答曲線は鉛直方向が卓越しており，20Hz 以降の振動数領域におい 

ても震度が大きいこと及び当該弁が設置された配管系の振動モードとして，18 次のモードが卓 

越していることから応答加速度が増加に至ったものと考えられる。 
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表 3(1) 主蒸気系配管の固有振動数及び刺激係数 

モード 
固有振動数 

（Hz） 

固有周期 

（S） 

刺激係数 
設計震度 

水平方向 鉛直方向 

X方向 Y方向 Z方向 X方向 Z方向 Y方向 

1次  

 2次 

3次 

4次 

5次 

6次 

7次 

8次 

9次 

10次 

11次 

12次 

13次 

14次 

15次 

16次 

17次 

18次 

19次 

20次 

21次 

22次 

23次 

24次 

25次 

26次 

27次 

28次 

29次 

30次 

31次 

32次 

 

 



39 

表 3(2) 主蒸気系配管の固有振動数及び刺激係数 

モード 
固有振動数 

（Hz） 

固有周期 

（S） 

刺激係数 
設計震度 

水平方向 鉛直方向 

X方向 Y方向 Z方向 X方向 Z方向 Y方向 

33次  

34次 

35次 

36次 
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表 4 非常用ガス処理系配管の固有振動数及び刺激係数 

モード 
固有振動数 

（Hz） 

固有周期 

（S） 

刺激係数 
設計震度 

水平方向 鉛直方向 

X方向 Y方向 Z方向 X方向 Z方向 Y方向 

1次   

2次 

3次 

4次 

5次 

6次 

7次 

8次 

9次 

10次 

11次 

12次 

13次 

14次 

15次 

16次 

17次 

18次 

19次 

20次 
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図 5(1) 主蒸気系配管の振動モード図 
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図 5(2) 主蒸気系配管の振動モード図 
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図 5(3) 主蒸気系配管の振動モード図 
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図 5(4) 主蒸気系配管の振動モード図 
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図 5(5) 主蒸気系配管の振動モード図 
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図 6(1) 非常用ガス処理系配管の振動モード図 
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図 6(2) 非常用ガス処理系配管の振動モード図 
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図 6(3) 非常用ガス処理系配管の振動モード図 
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図 7(1) 主蒸気系配管の解析モデル図（全体図）（モデル No. MS-002） 
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図 7(2) 主蒸気系配管の解析モデル図（対象弁周辺）（モデル No. MS-002） 
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添付 3 

 

 

耐震計算書における機能維持評価対象弁の選定方法について 

 

1. 概要 

柏崎刈羽原子力発電所第 6号機については，設工認耐震計算書のうち各申請設備の「管の

耐震性についての計算書」において，弁の機能維持評価を実施している。「管の耐震性につ

いての計算書」においては，設工認の要目表に記載のある弁のうち，動的機能維持が要求さ

れる弁を選定し，弁型式ごとに「機能確認済加速度」に対する「評価用加速度」の裕度が最

も小さい弁の評価結果を代表として記載している。 

本資料は「管の耐震性についての計算書」に記載している機能維持評価の対象弁の選定根

拠を説明するものである。 

 

2. 機能維持評価対象弁の選定方法について 

機能維持評価対象弁を選定するために，設計基準対象施設として，設工認の要目表に記載

のある弁から，ＪＥＡＧ４６０１-1984 並びにＪＥＡＧ４６０１-1991に基づき動的機能維

持評価の要求の有無を整理した。（別添 1参照） 

また，重大事故等対処設備として，設工認の要目表及び基本設計方針に記載のある弁のう

ち，別添 1で動的機能維持が要求される弁として整理している弁を除いて，動的機能維持評

価の要求の有無を整理した結果，重大事故等対処設備として動的機能維持が要求される弁が

新たに追加されないことを確認している。（動的機能維持要求が除外される理由については

別添 2参照）  
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別添 1 

表 弁の動的機能維持評価の要求の整理結果（1/7） 

 

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式
動的機能維持が
要求される弁
（○105個）

動的機能維持が
要求される理由
表Ⅱ－１分類例

動的機能維持
要求が除外される

理由

1 MS B21-F002A 主蒸気内側隔離弁(A) 空気作動グローブ弁 ○ As-(ⅰ)-①-① －

2 MS B21-F002B 主蒸気内側隔離弁(B) 空気作動グローブ弁 ○ As-(ⅰ)-①-① －

3 MS B21-F002C 主蒸気内側隔離弁(C) 空気作動グローブ弁 ○ As-(ⅰ)-①-① －

4 MS B21-F002D 主蒸気内側隔離弁(D) 空気作動グローブ弁 ○ As-(ⅰ)-①-① －

5 MS B21-F003A 主蒸気外側隔離弁(A) 空気作動グローブ弁 ○ As-(ⅰ)-①-① －

6 MS B21-F003B 主蒸気外側隔離弁(B) 空気作動グローブ弁 ○ As-(ⅰ)-①-① －

7 MS B21-F003C 主蒸気外側隔離弁(C) 空気作動グローブ弁 ○ As-(ⅰ)-①-① －

8 MS B21-F003D 主蒸気外側隔離弁(D) 空気作動グローブ弁 ○ As-(ⅰ)-①-① －

9 MS B21-F051A 原子炉給水ライン外側隔離弁 空気作動逆止弁 ○
As-(ｉ)-③-①
As-(ⅱ)-④-①
A-(ⅰ)-①-3)-①

－

10 MS B21-F051B 原子炉給水ライン外側隔離弁 空気作動逆止弁 ○
As-(ｉ)-③-①
As-(ⅱ)-②-②

－

11 MS B21-F052A 原子炉給水ライン内側隔離弁 逆止弁 ○
As-(ｉ)-③-①
As-(ⅱ)-④-①
A-(ⅰ)-①-3)-①

－

12 MS B21-F052B 原子炉給水ライン内側隔離弁 逆止弁 ○
As-(ｉ)-③-①
As-(ⅱ)-②-②

－

13 CRD C12-126 スクラム弁 空気作動グローブ弁 ○ As-(ⅲ)-①-② －

14 SLC C41-F007 SLC　PCV外側逆止弁 逆止弁 ✕ － ⑨

15 SLC C41-F008 SLC　PCV内側逆止弁 逆止弁 ✕ － ⑨

16 RHR E11-F004A RHR熱交換器出口弁(A) 電動グローブ弁 ○ As-(ⅱ)-④-① －

17 RHR E11-F004B RHR熱交換器出口弁(B) 電動グローブ弁 ○ As-(ⅱ)-④-① －

18 RHR E11-F004C RHR熱交換器出口弁(C) 電動グローブ弁 ○ As-(ⅱ)-④-① －

19 RHR E11-F008A RHR試験用調節弁(A) 電動グローブ弁 ○
As-(ⅳ)
A-(ⅱ)-①

－

20 RHR E11-F008B RHR試験用調節弁(B) 電動グローブ弁 ○
As-(ⅳ)
A-(ⅱ)-①

－

21 RHR E11-F008C RHR試験用調節弁(C) 電動グローブ弁 ○
As-(ⅳ)
A-(ⅱ)-①

－

22 RHR E11-F010A RHR停止時冷却内側隔離弁(A) 電動ゲート弁 ○ As-(ⅱ)-④-① －

23 RHR E11-F010B RHR停止時冷却内側隔離弁(B) 電動ゲート弁 ○ As-(ⅱ)-④-① －
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表 弁の動的機能維持評価の要求の整理結果（2/7） 

 

 

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式
動的機能維持が
要求される弁
（○105個）

動的機能維持が
要求される理由
表Ⅱ－１分類例

動的機能維持
要求が除外される

理由

24 RHR E11-F010C RHR停止時冷却内側隔離弁(C) 電動ゲート弁 ○ As-(ⅱ)-④-① －

25 RHR E11-F011A RHR停止時冷却外側隔離弁(A) 電動ゲート弁 ○ As-(ⅱ)-④-① －

26 RHR E11-F011B RHR停止時冷却外側隔離弁(B) 電動ゲート弁 ○ As-(ⅱ)-④-① －

27 RHR E11-F011C RHR停止時冷却外側隔離弁(C) 電動ゲート弁 ○ As-(ⅱ)-④-① －

28 RHR E11-F013A RHR熱交換器バイパス弁(A) 電動グローブ弁 ○ As-(ⅱ)-④-① －

29 RHR E11-F013B RHR熱交換器バイパス弁(B) 電動グローブ弁 ○ As-(ⅱ)-④-① －

30 RHR E11-F013C RHR熱交換器バイパス弁(C) 電動グローブ弁 ○ As-(ⅱ)-④-① －

31 RHR E11-F019B RHR　S/Pスプレイ注入隔離弁 電動ゲート弁 ○ A-(ⅱ)-①-① －

32 RHR E11-F019C RHR　S/Pスプレイ注入隔離弁 電動ゲート弁 ○ A-(ⅱ)-①-① －

33 RHR E11-F029A RHR　SPH第一止め弁(A) 電動ゲート弁 ✕ － ⑥

34 RHR E11-F029B RHR　SPH第一止め弁(B) 電動ゲート弁 ✕ － ⑥

35 RHR E11-F029C RHR　SPH第一止め弁(C) 電動ゲート弁 ✕ － ⑥

36 RHR E11-F030A RHR系SPH系第二止め弁(A) 電動グローブ弁 ✕ － ⑥

37 RHR E11-F030B RHR系SPH系第二止め弁(B) 電動グローブ弁 ✕ － ⑥

38 RHR E11-F030C RHR系SPH系第二止め弁(C) 電動グローブ弁 ✕ － ⑥

39 HPCF E22-F001B HPCF系CSP側吸込弁(B) 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-③-①
A-(ⅰ)-①-1)-①

－

40 HPCF E22-F001C HPCF系CSP側吸込弁(C) 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-③-①
A-(ⅰ)-①-1)-①

－

41 HPCF E22-F003B HPCF系注入隔離弁(B) 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-③-①
A-(ⅰ)-①-1)-①

－

42 HPCF E22-F003C HPCF系注入隔離弁(C) 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-③-①
A-(ⅰ)-①-1)-①

－

43 HPCF E22-F004B HPCF系試験可能逆止弁(B) 空気作動逆止弁 ○
As-(ⅱ)-③-①
A-(ⅰ)-①-1)-①

－

44 HPCF E22-F004C HPCF系試験可能逆止弁(C) 空気作動逆止弁 ○
As-(ⅱ)-③-①
A-(ⅰ)-①-1)-①

－

45 RCIC E51-F001 RCIC系CSP側吸込弁 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-②-②
A-(ⅰ)-①

－

46 RCIC E51-F004 RCIC系注入弁 電動グローブ弁 ○
As-(ⅱ)-②-②
A-(ⅰ)-①

－
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表 弁の動的機能維持評価の要求の整理結果（3/7） 

 

 

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式
動的機能維持が
要求される弁
（○105個）

動的機能維持が
要求される理由
表Ⅱ－１分類例

動的機能維持
要求が除外される

理由

47 RCIC E51-F006 RCIC系S/P側吸込隔離弁 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-②-②

A-(ⅰ)-①
－

48 RCIC E51-F035 RCIC蒸気ライン内側隔離弁 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-②-②

A-(ⅰ)-①
As-(ⅳ)

－

49 RCIC E51-F036 RCIC蒸気ライン外側隔離弁 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-②-②

A-(ⅰ)-①
As-(ⅳ)

－

50 RCIC E51-F037 RCICタービン止め弁 電動グローブ弁 ○
As-(ⅱ)-②-②

A-(ⅰ)-①
－

51 CUW G31-F002 CUW吸込ライン内側隔離弁 電動ゲート弁 ○ As-(ⅰ)-④-① －

52 CUW G31-F003 CUW吸込ライン外側隔離弁 電動ゲート弁 ○ As-(ⅰ)-④-① －

53 CUW G31-F017 CUW　RPVヘッドスプレイ隔離弁 電動グローブ弁 ✕ － ⑦

54 CUW G31-F018 CUW　RPVヘッドスプレイ逆止弁 逆止弁 ✕ － ⑧

55 RD K11-F003 RD　ドライウェルLCWサンプ内側隔離弁 電動ゲート弁 ✕ － ②

56 RD K11-F004 RD　ドライウェルLCWサンプ外側隔離弁 電動ゲート弁 ✕ － ②

57 RD K11-F103 RD　ドライウェルHCWサンプ内側隔離弁 電動ゲート弁 ✕ － ③

58 RD K11-F104 RD　ドライウェルHCWサンプ外側隔離弁 電動ゲート弁 ✕ － ③

59 RCW P21-F004A RCW熱交換器(A)冷却水出口弁 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

60 RCW P21-F004B RCW熱交換器(B)冷却水出口弁 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

61 RCW P21-F004C RCW熱交換器(C)冷却水出口弁 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

62 RCW P21-F004D RCW熱交換器(D)冷却水出口弁 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

63 RCW P21-F004E RCW熱交換器(E)冷却水出口弁 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

64 RCW P21-F004F RCW熱交換器(F)冷却水出口弁 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

65 RCW P21-F006A
RCW冷却水供給温度調節弁
（A/熱交換器側）

空気作動バタフライ弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

66 RCW P21-F006B
RCW冷却水供給温度調節弁
（B/熱交換器側）

空気作動バタフライ弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

67 RCW P21-F006C
RCW冷却水供給温度調節弁
（C/熱交換器側）

空気作動バタフライ弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

68 RCW P21-F013A RCW　RHR熱交換器(A)冷却水出口弁 電動グローブ弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

69 RCW P21-F013B RCW　RHR熱交換器(B)冷却水出口弁 電動グローブ弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－
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表 弁の動的機能維持評価の要求の整理結果（4/7） 

 

 

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式
動的機能維持が
要求される弁
（○105個）

動的機能維持が
要求される理由
表Ⅱ－１分類例

動的機能維持
要求が除外される

理由

70 RCW P21-F013C RCW　RHR熱交換器(C)冷却水出口弁 電動グローブ弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

71 RCW P21-F055A RCW非常用D/G冷却水出口弁(A) 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

72 RCW P21-F055B RCW非常用D/G冷却水出口弁(B) 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

73 RCW P21-F055C RCW非常用D/G冷却水出口弁(C) 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

74 RCW P21-F055D RCW非常用D/G冷却水出口弁(D) 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

75 RCW P21-F055E RCW非常用D/G冷却水出口弁(E) 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

76 RCW P21-F055F RCW非常用D/G冷却水出口弁(F) 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

77 RSW P41-F002A RSWポンプ(A)吐出弁 電動バタフライ弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

78 RSW P41-F002B RSWポンプ(B)吐出弁 電動バタフライ弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

79 RSW P41-F002C RSWポンプ(C)吐出弁 電動バタフライ弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

80 RSW P41-F002D RSWポンプ(D)吐出弁 電動バタフライ弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

81 RSW P41-F002E RSWポンプ(E)吐出弁 電動バタフライ弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

82 RSW P41-F002F RSWポンプ(F)吐出弁 電動バタフライ弁 ○
As-(ⅱ)-⑤-①
A-(ⅰ)-②-①
A-(ⅱ)-④-①

－

83 SGTS T22-F001A SGTS入口隔離弁 空気作動バタフライ弁 ○ A-(ⅱ)-③ －

84 SGTS T22-F001B SGTS入口隔離弁 空気作動バタフライ弁 ○ A-(ⅱ)-③ －

85 SGTS T22-F002A SGTS乾燥装置入口弁 電動バタフライ弁 ○ A-(ⅱ)-③ －

86 SGTS T22-F002B SGTS乾燥装置入口弁 電動バタフライ弁 ○ A-(ⅱ)-③ －

87 SGTS T22-F004A SGTSフィルタ装置出口弁 電動バタフライ弁 ○ A-(ⅱ)-③ －

88 SGTS T22-F004B SGTSフィルタ装置出口弁 電動バタフライ弁 ○ A-(ⅱ)-③ －

89 AC T31-F001 AC　PCVパージ用空気供給隔離弁 空気作動バタフライ弁 ✕ － ⑤

90 AC T31-F002 AC　D/Wパージ用入口隔離弁 空気作動バタフライ弁 ✕ － ⑤

91 AC T31-F003 AC　S/Cパージ用入口隔離弁 空気作動バタフライ弁 ✕ － ⑤

92 AC T31-F010 AC　PCV窒素供給隔離弁 空気作動グローブ弁 ✕ － ⑤
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表 弁の動的機能維持評価の要求の整理結果（5/7）

 

 

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式
動的機能維持が
要求される弁
（○105個）

動的機能維持が
要求される理由
表Ⅱ－１分類例

動的機能維持
要求が除外される

理由

93 AC T31-F011 AC　D/W窒素入口隔離弁 空気作動グローブ弁 ✕ － ⑤

94 AC T31-F012 AC　S/C窒素入口隔離弁 空気作動グローブ弁 ✕ － ⑤

95 AC T31-F016 AC　PCVパージ用窒素供給隔離弁 空気作動バタフライ弁 ✕ － ⑤

96 AC T31-F019 AC　D/Wベント用出口隔離弁 空気作動バタフライ弁 ✕ － ④

97 AC T31-F020 AC　SGTS側PCVベント用隔離弁 空気作動バタフライ弁 ✕ － ④

98 AC T31-F021 AC　HVAC側PCVベント用隔離弁 空気作動バタフライ弁 ✕ － ④

99 AC T31-F022 AC　S/Cベント用出口隔離弁 空気作動バタフライ弁 ✕ － ④

100 FCS T49-F001A FCS入口第一隔離弁(A) 電動ゲート弁 ○ A-(ⅱ)-② －

101 FCS T49-F001B FCS入口第一隔離弁(B) 電動ゲート弁 ○ A-(ⅱ)-② －

102 FCS T49-F003A FCS入口第二隔離弁(A) 電動ゲート弁 ○ A-(ⅱ)-② －

103 FCS T49-F003B FCS入口第二隔離弁(B) 電動ゲート弁 ○ A-(ⅱ)-② －

104 FCS T49-F007A FCS出口第二隔離弁(A) 電動ゲート弁 ○ A-(ⅱ)-② －

105 FCS T49-F007B FCS出口第二隔離弁(B) 電動ゲート弁 ○ A-(ⅱ)-② －

106 FCS T49-F008A FCS出口第一隔離弁(A) 電動ゲート弁 ○ A-(ⅱ)-② －

107 FCS T49-F008B FCS出口第一隔離弁(B) 電動ゲート弁 ○ A-(ⅱ)-② －

108 NB B21-F001A 主蒸気逃がし安全弁(A)（ADS） 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－

109 NB B21-F001B 主蒸気逃がし安全弁(B) 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－

110 NB B21-F001C 主蒸気逃がし安全弁(C)（ADS） 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－

111 NB B21-F001D 主蒸気逃がし安全弁(D) 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－

112 NB B21-F001E 主蒸気逃がし安全弁(E) 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－

113 NB B21-F001F 主蒸気逃がし安全弁(F)（ADS） 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－

114 NB B21-F001G 主蒸気逃がし安全弁(G) 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－

115 NB B21-F001H 主蒸気逃がし安全弁(H)（ADS） 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－
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表 弁の動的機能維持評価の要求の整理結果（6/7）

 

 

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式
動的機能維持が
要求される弁
（○105個）

動的機能維持が
要求される理由
表Ⅱ－１分類例

動的機能維持
要求が除外される

理由

116 NB B21-F001J 主蒸気逃がし安全弁(J) 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－

117 NB B21-F001K 主蒸気逃がし安全弁(K) 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－

118 NB B21-F001L 主蒸気逃がし安全弁(L)（ADS） 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－

119 NB B21-F001M 主蒸気逃がし安全弁(M) 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－

120 NB B21-F001N 主蒸気逃がし安全弁(N)（ADS） 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－

121 NB B21-F001P 主蒸気逃がし安全弁(P) 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－

122 NB B21-F001R 主蒸気逃がし安全弁(R)（ADS） 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－

123 NB B21-F001S 主蒸気逃がし安全弁(S) 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－

124 NB B21-F001T 主蒸気逃がし安全弁(T)（ADS） 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－

125 NB B21-F001U 主蒸気逃がし安全弁(U) 安全弁 ○
As-(ⅰ)-①-②
As-(ⅱ)-①-①

－

126 SLC C41-F003A SLCポンプ吐出ライン逃がし弁(A) 安全弁 ✕ － ①

127 SLC C41-F003B SLCポンプ吐出ライン逃がし弁(B) 安全弁 ✕ － ①

128 SLC C41-F014 SLCポンプ吸込ライン逃がし弁 安全弁 ✕ － ①

129 RHR E11-F039A
RHR系停止時冷却吸込ライン隔離弁
逃がし弁(A)

安全弁 ✕ － ①

130 RHR E11-F039B
RHR系停止時冷却吸込ライン隔離弁
逃がし弁(B)

安全弁 ✕ － ①

131 RHR E11-F039C
RHR系停止時冷却吸込ライン隔離弁
逃がし弁(C)

安全弁 ✕ － ①

132 RHR E11-F042A RHR系停止時冷却吸込ライン逃がし弁(A) 安全弁 ✕ － ①

133 RHR E11-F042B RHR系停止時冷却吸込ライン逃がし弁(B) 安全弁 ✕ － ①

134 RHR E11-F042C RHR系停止時冷却吸込ライン逃がし弁(C) 安全弁 ✕ － ①

135 RHR E11-F051A RHR系LPFL注入ライン逃がし弁(A) 安全弁 ✕ － ①

136 RHR E11-F051B RHR系LPFL注入ライン逃がし弁(B) 安全弁 ✕ － ①

137 RHR E11-F051C RHR系LPFL注入ライン逃がし弁(C) 安全弁 ✕ － ①

138 HPCF E22-F020B HPCF系吸込ライン逃がし弁(B) 安全弁 ✕ － ①
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表 弁の動的機能維持評価の要求の整理結果（7/7）

 

 

 

 

 

 

  

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式
動的機能維持が
要求される弁
（○105個）

動的機能維持が
要求される理由
表Ⅱ－１分類例

動的機能維持
要求が除外される

理由

139 HPCF E22-F020C HPCF系吸込ライン逃がし弁(C) 安全弁 ✕ － ①

140 RCIC E51-F017 RCIC系吸込ライン逃がし弁 安全弁 ✕ － ①

141 HPIN P54-F023A HPIN非常用Ａ系圧力調節弁出口安全弁 安全弁 ✕ － ①

142 HPIN P54-F023B HPIN非常用Ｂ系圧力調節弁出口安全弁 安全弁 ✕ － ①

143 FCS T49-F009 FCS出口ライン逃がし弁(B) 安全弁 ✕ － ①

144 FCS T49-F015 FCS出口ライン逃がし弁(A) 安全弁 ✕ － ①

145 RHR E11-F005A RHR注入弁(A) 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-④-①
A-(ⅰ)-①-3)-①

－

146 RHR E11-F005B RHR注入弁(B) 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-④-①
A-(ⅰ)-①-3)-①

－

147 RHR E11-F005C RHR注入弁(C) 電動ゲート弁 ○
As-(ⅱ)-④-①
A-(ⅰ)-①-3)-①

－

148 RHR E11-F006B RHR系LPFL試験可能逆止弁(B) 空気作動逆止弁 ○
As-(ⅱ)-④-①
A-(ⅰ)-①-3)-①

－

149 RHR E11-F006C RHR系LPFL試験可能逆止弁(C) 空気作動逆止弁 ○
As-(ⅱ)-④-①
A-(ⅰ)-①-3)-①

－
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別添 1  別紙 1 

動的機能維持の必要性の有無については，ＪＥＡＧ４６０１-1984に規定されている。「表Ⅱ

－1 具体的な動的設備とその分類例（ＢＷＲ）」（P52）において，動的機能が要求される機器例

が示されており，今回の別添 1に記載の要目表対象弁に対して分類例番号を記載し，動的機能維

持が要求される弁を整理した。 

（例：主蒸気逃がし安全弁 → As-（i）-①-②，As-（ⅱ）-①-①） 
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別添 1 別紙 2 

以下のリストは，動的機能維持要求が除外されるとしたものについて，その具体的な理由をまと

めたものである。 

番号 動的機能維持要求が除外される理由 

① 
原子炉冷却材圧力バウンダリの健全性，原子炉停止後の崩壊熱除去等，プラントの事

故対応や停止操作時において動作を必要としない安全弁であり，評価対象外。 

② 

ドライウェルＬＣＷサンプ出口ラインに設置されている格納容器隔離弁であり，冷却

材喪失事故直後に動作（「開」→「閉」），その後動作要求がないため（「閉」維持），評

価対象外。 

③ 

ドライウェルＨＣＷサンプ出口ラインに設置されている格納容器隔離弁であり，冷却

材喪失事故直後に動作（「開」→「閉」），その後動作要求がないため（「閉」維持），評

価対象外。 

④ 

原子炉格納容器の窒素排気ラインに設置されている格納容器隔離弁及び空気作動弁

であり，冷却材喪失事故直後に動作（「開」又は「閉」→「閉」），その後動作要求がな

いため（「閉」維持），評価対象外。 

⑤ 

原子炉格納容器への窒素供給ラインに設置されている格納容器隔離弁及び空気作動

弁であり，冷却材喪失事故直後に動作（「開」又は「閉」→「閉」），その後動作要求が

ないため（「閉」維持），評価対象外。 

⑥ 

サプレッションプール水移送ラインに設置されている電動弁であり，冷却材喪失事故

直後に動作（「開」又は「閉」→「閉」），その後動作要求がないため（「閉」維持），評

価対象外。 

⑦ 
原子炉圧力容器ヘッドスプレイラインに設置されているプラント通常運転時「閉」の

電動弁であり，冷却材喪失直後の動作要求がないため（「閉」維持），評価対象外。 

⑧ 
原子炉圧力容器ヘッドスプレイラインに設置されている逆止弁であり，冷却材喪失事

故後の動作要求がないため（「閉」維持），評価対象外。 

⑨ 
ほう酸水注入ラインに設置されているプラント通常運転時「閉」の逆止弁であり，冷

却材喪失事故後の動作要求がないため（「閉」維持），評価対象外。 

 

  



62 

別添 2 

表 重大事故等対処設備における動的機能維持要求弁の整理結果 

No. 系統 弁番号 弁名称 弁型式 
重大事故等対処設備として 

動的機能維持要求が除外される理由 

1 RCIC E51-F012 ＲＣＩＣ 冷却水ライン止め弁 
電動 

グローブ弁 

原子炉隔離時冷却系ポンプの冷却水ラインに設置され

ている電動弁であり，重大事故直後に動作（「閉」→

「開」），その後動作要求が無いため，評価対象外。 

2 RCIC E51-F071 ＲＣＩＣ 過酷事故時蒸気止め弁 
電動 

ゲート弁 

原子炉隔離時冷却系ポンプ駆動用蒸気タービンの蒸気

ラインに設置されている電動弁であり，重大事故直後

に動作（「開」→「閉」），その後動作要求が無いた

め，評価対象外。 

3 HPAC E51-F080 ＲＣＩＣ ＨＰＡＣタービン止め弁 
電動 

グローブ弁 

高圧代替注水系ポンプの蒸気ラインに設置されている

電動弁であり，重大事故直後に動作（「閉」→

「開」），その後動作要求が無いため，評価対象外。 

4 HPAC E61-F003 ＨＰＡＣ 注入弁 
電動 

グローブ弁 

高圧代替注水系の原子炉注水ラインに設置されている

電動弁であり，重大事故直後に動作（「閉」→

「開」），その後動作要求が無いため，評価対象外。 

5 AC T31-F019 ＡＣ Ｄ／Ｗベント用出口隔離弁 
空気作動 

バタフライ弁 

格納容器圧力逃がし装置のベントラインに設置されて

いる空気作動弁であり，ベント操作実施時に手動操作

（「閉」→「開」）が可能であるため，評価対象外。 

6 AC T31-F022 ＡＣ Ｓ／Ｃベント用出口隔離弁 
空気作動 

バタフライ弁 

格納容器圧力逃がし装置のベントラインに設置されて

いる空気作動弁であり，ベント操作実施時に手動操作

（「閉」→「開」）が可能であるため，評価対象外。 

7 FV T31-F070 
ＡＣ ＰＣＶ耐圧強化ベント用連絡配

管隔離弁 

電動 

バタフライ弁 

格納容器圧力逃がし装置のベントラインに設置されて

いる電動弁であり，ベント操作実施時に手動操作

（「閉」→「開」）が可能であるため，評価対象外。 

8 FV T31-F072 
AC PCV耐圧強化ベント用連絡配管隔

離弁バイパス弁 

電動 

バタフライ弁 

格納容器圧力逃がし装置のベントラインに設置されて

いる電動弁であり，ベント操作実施時に手動操作

（「閉」→「開」）が可能であるため，評価対象外。 

9 FV T61-F001 
耐圧強化ベント系 PCVベントラインフ

ィルタベント容器側隔離弁 

空気作動 

バタフライ弁 

格納容器圧力逃がし装置のベントラインに設置されて

いる空気作動弁であり，ベント操作実施時に手動操作

（「開」→「閉」）が可能であるため，評価対象外。 

10 FV T61-F002 
耐圧強化ベント系 PCVベントライン排

気筒側隔離弁 

空気作動 

バタフライ弁 

耐圧強化ベント系のベントラインに設置されている空

気作動弁であり，ベント操作実施時に手動操作

（「閉」→「開」）が可能であるため，評価対象外。 

11 HVAC U41-F001A,B 
MCR通常時外気取入隔離ダンパ

(A),(B)（7号機設備，6,7号機共用） 

電動 

バタフライ弁 

中央制御室の通常時外気取入れラインに設置されてい

る電動弁であり，重大事故直後に動作（「開」→

「閉」），その後動作要求が無いため，評価対象外。 

12 HVAC U41-F002A,B 
MCR排気隔離ダンパ(A),(B)（7号機設

備，6,7号機共用） 

電動 

バタフライ弁 

中央制御室の排気ラインに設置されている電動弁であ

り，重大事故直後に動作（「開」→「閉」），その後

動作要求が無いため，評価対象外。 

13 HVAC U41-F003A,B 
MCR非常時外気取入隔離ダンパ

(A),(B)（7号機設備，6,7号機共用） 

電動 

バタフライ弁 

中央制御室の非常時外気取入れラインに設置されてい

る電動弁であり，重大事故直後に動作（「開」→

「閉」），その後動作要求が無いため，評価対象外。 

14 HVAC U41-DAM601A,B 
MCR外気取入ダンパ(A),(B)（6,7号機

共用） 

電動 

バタフライ弁 

中央制御室の通常時外気取入れラインに設置されてい

る電動弁であり，重大事故直後に動作（「開」→

「閉」），その後動作要求が無いため，評価対象外。 

15 HVAC U41-DAM602A,B 
MCR非常用外気取入ダンパ(A),(B)

（6,7号機共用 

電動 

バタフライ弁 

中央制御室の非常時外気取入れラインに設置されてい

る電動弁であり，重大事故直後に動作（「開」→

「閉」），その後動作要求が無いため，評価対象外。 

16 HVAC U41-DAM604A,B 
MCR排気ダンパ(A),(B)（6,7号機共

用） 

電動 

バタフライ弁 

中央制御室の排気ラインに設置されている電動弁であ

り，重大事故直後に動作（「開」→「閉」），その後

動作要求が無いため，評価対象外。 
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添付 4 

弁の動的機能維持評価における有意な応答増加に関する補足説明 

 

1.  有意な応答増加の判断基準 

柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機（以下「KK7」という。）では，弁の動的機能維持評価にお

けるスペクトルモーダル解析にて考慮する高振動数領域の判断基準として，機能維持評価用

加速度の増加率が 10％以上であることに加え，機能維持評価用加速度の増加値が機能確認済

加速度（以下「At」という。）の 10%以上となることを有意な応答増加となる場合を有意な応

答増加としていた。 

柏崎刈羽原子力発電所第 6号機（以下「KK6」という。）では，KK7と同様の判断基準として

いる（表 1参照）。 

 

表 1 有意な応答増加とする判断基準 

判断基準 KK7 KK6 

機能維持評価用加速度の

増加率 

機能維持評価用加速度の

10％以上 

機能維持評価用加速度の

10%以上 

機能維持評価用加速度の

増加値 

機能確認済加速度の 

10%以上 

機能確認済加速度の 

10%以上 

 

2.  機能維持評価用加速度の増加値を判断基準に加える考え方 

弁の動的機能維持評価は，機能維持評価用加速度が At以下となることを確認するもので

ある。機能維持評価用加速度の増加率のみを有意な応答増加の判断基準とする場合，機能維

持評価用加速度が小さい弁については例え僅かな増加量であっても有意な増加があると整理

して，振動数領域を拡張したさらなる評価を実施することとなる。 

ここで，KK6の弁の動的機能維持評価において，機能維持評価用加速度の増加率が 10%以

上となる対象を表 2に示す。表 2に示す対象のうち No.10「P41-F002A」を例にすると，

30Hzから 50Hzで鉛直方向の機能維持評価用加速度が 1.06から 1.35へ 28％増加しているも

のの，増加値は 0.29と僅かであり機能確認済加速度 6.0と比較しても十分余裕があること

が確認できる。このようなケースを踏まえると，機能維持評価用加速度の増加率のみが動的

機能維持評価結果に有意な影響を与える訳では無いことから，KK6では機能維持評価用加速

度の増加率に加えて，機能維持評価用加速度の増加値を有意な応答増加の判断基準に含めて

いる。 

また，機能維持評価用加速度の増加率や増加値だけでなく，機能維持評価用加速度が At

以下になることも確認している。 
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表 2(1) 増加値により有意な増加が無いと判断した対象弁 

 

注記＊：上段が動的解析結果（30Hz 又は 50Hz）と最大加速度（1.2ZPA）における最大値，中段 

が動的解析結果（30Hz 又は 50Hz）の値，下段が最大加速度（1.2ZPA）の値。配管系が 

剛な場合は中段の動的解析結果に「－」を記載。  

機能維持
評価用加
速度
①

機能確認
済加速度

③
裕度

機能維持
評価用加
速度
②

機能確認
済加速度

③
裕度

3.24 3.31

(3.24) (3.31)

(1.64) (1.64)

2.53 2.76

(2.53) (2.76)

(1.06) (1.06)

4.70 4.75

(4.70) (4.75)

(1.64) (1.64)

1.97 2.33

(1.97) (2.33)

(1.06) (1.06)

4.93 4.97

(4.93) (4.97)

(1.64) (1.64)

2.11 2.34

(2.11) (2.34)

(1.06) (1.06)

4.18 4.25

(4.18) (4.25)

(1.64) (1.64)

2.52 2.85

(2.52) (2.85)

(1.06) (1.06)

5.22 5.31

(5.22) (5.31)

(1.64) (1.64)

1.51 1.73

(1.51) (1.73)

(1.06) (1.06)

4.52 4.62

(4.52) (4.62)

(1.64) (1.64)

1.47 1.63

(1.47) (1.63)

(1.06) (1.06)

4.65 4.74

(4.65) (4.74)

(1.64) (1.64)

1.51 1.75

(1.51) (1.75)

(1.06) (1.06)

2.60 3.00

(2.60) (3.00)

(2.49) (2.49)

1.20 1.20

(1.20) (1.20)

(1.02) (1.02)

3.10 3.50

(3.10) (3.50)

(2.49) (2.49)

1.30 1.30

(1.30) (1.30)

(1.02) (1.02)

2.50 2.90

(2.50) (2.90)

(2.49) (2.49)

1.30 1.40

(1.30) (1.40)

(1.02) (1.02)

6.2 4.42 1.08 1.61

10.0 3.84

6.2 5.16

10.0 3.22

6.2 4.76

10.0 4.00

6.2 4.76

10.0 3.33 1.16 4.00

6.2 5.16 1.00 0.00

10.0 2.85 1.13 4.00

6.2 4.76 1.00 0.00

10.0 3.44 1.16 4.00

8 MS B21-F003B 主蒸気外側隔離弁(B)
空気作動
グローブ

弁

水平

鉛直

9 MS B21-F003C 主蒸気外側隔離弁(C)
空気作動
グローブ

弁

水平

鉛直

10 MS B21-F003D 主蒸気外側隔離弁(D)
空気作動
グローブ

弁

水平

鉛直

1 MS B21-F001A
主蒸気逃がし安全弁
(A)(ADS)

安全弁

水平 9.6 2.96 9.6 2.90 0.73

鉛直 6.1 2.41 6.1 2.21 3.77

1.03

1.10

弁型式 方向

MAX（30Hz,1.2ZPA) MAX（50Hz,1.2ZPA)
増加率
（②/
①）

30Hz→50Hzでの
増加値の機能確認済加
速度に対する比率

（(②-①)/③）×100
[%]

No. 系統 弁番号 弁名称

9.6 2.04 9.6 2.02 1.02 0.52

6.1 2.61 1.19 5.90鉛直 6.1 3.09

2 MS B21-F001D
主蒸気逃がし安全弁
(D)

安全弁

水平

鉛直

3 MS B21-F001R
主蒸気逃がし安全弁
(R)(ADS)

安全弁

水平 9.6 1.94 9.6 1.93 1.01 0.42

4 MS B21-F001U

6.1 2.89 6.1 2.60 1.11 3.77

2.14 1.14 5.41

2.25 1.02 0.73

主蒸気逃がし安全弁
(U)

安全弁

水平 9.6 2.29 9.6

鉛直 6.1 2.42 6.1

1.91 10.0 1.88 1.02 0.90

4.10 6.2 3.58 1.15

MS B21-F002A
主蒸気内側隔離弁
（A)

空気作動
グローブ弁

水平 10.0

鉛直 6.2

6 MS B21-F002C

3.55

5

3.80 1.11 2.58

2.16 1.03 1.00

主蒸気内側隔離弁
（C)

空気作動
グローブ弁

水平 10.0 2.21 10.0

鉛直 6.2 4.21 6.2

2.15 10.0 2.10 1.02 0.90

4.10 6.2 3.54 1.16

MS B21-F002D
主蒸気内側隔離弁
（D)

空気作動
グローブ弁

水平 10.0

鉛直 6.2 3.87

7
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表 2(2) 増加値により有意な増加が無いと判断した対象弁 

 

注記＊：上段が動的解析結果（30Hz 又は 50Hz）と最大加速度（1.2ZPA）における最大値，中段 

が動的解析結果（30Hz 又は 50Hz）の値，下段が最大加速度（1.2ZPA）の値。配管系が 

剛な場合は中段の動的解析結果に「－」を記載。 

 

 

  

機能維持
評価用加
速度
①

機能確認
済加速度

③
裕度

機能維持
評価用加
速度
②

機能確認
済加速度

③
裕度

1.45 1.45

(0.50) (1.24)

(1.45) (1.45)

1.17 1.34

(1.17) (1.34)

(1.05) (1.05)

1.17 1.30

(1.17) (1.30)

(1.02) (1.02)

1.02 1.02

(0.25) (0.25)

(1.02) (1.02)

2.34 2.88

(2.34) (2.88)

(1.64) (1.64)

1.46 1.51

(1.46) (1.51)

(1.06) (1.06)

1.06 1.21

(0.36) (1.21)

(1.06) (1.06)

0.90 1.12

(0.73) (1.12)

(0.90) (0.90)

1.06 1.37

(0.33) (1.37)

(1.06) (1.06)

0.95 0.99

(0.95) (0.99)

(0.90) (0.90)

1.75 1.91

(1.75) (1.91)

(1.62) (1.62)

1.30 1.33

(1.30) (1.33)

(1.20) (1.20)

1.70 2.08

(1.70) (2.08)

(1.62) (1.62)

1.29 1.32

(1.29) (1.32)

(1.20) (1.20)

16 SGTS T22-F002A SGTS乾燥装置入口弁
電動

バタフライ
弁

水平

鉛直

6.0 3.42

6.0 4.61

6.0 3.14 1.10 2.67

6.0 4.51 1.03 0.50

弁型式 方向

MAX（30Hz,1.2ZPA) MAX（50Hz,1.2ZPA)
増加率
（②/
①）

30Hz→50Hzでの
増加値の機能確認済加
速度に対する比率

（(②-①)/③）×100
[%]

No. 系統 弁番号 弁名称

11 RHR E11-F006C

4.47 1.15 2.83

4.13 1.00 0.00

RHR系LPFL試験可能逆
止弁（C)

空気作動逆
止弁

水平 6.0 4.13 6.0

鉛直 6.0 5.12 6.0

5.12 6.0 4.61 1.12 2.17

5.88 6.0 5.88 1.00

RCIC E51-F006
RCIC系S/P側吸込隔離
弁

電動ゲート
弁

水平 6.0

鉛直 6.0

13 RCIC E51-F035

0.00

12

3.97 1.04 0.83

2.08 1.24 9.00

RCIC系蒸気ライン内
側隔離弁

電動ゲート
弁

水平 6.0 2.56 6.0

鉛直 6.0 4.10 6.0

5.66 6.0 4.95 1.15 2.50

6.66 6.0 5.35 1.25

RSW P41-F002A
RSWポンプ（A）吐出
弁

電動バタフ
ライ弁

水平 6.0

鉛直 6.0

15 RSW P41-F002D

3.67

14

6.06 1.05 0.67

4.37 1.30 5.17

RSWポンプ（D）吐出
弁

電動バタフ
ライ弁

水平 6.0 5.66 6.0

鉛直 6.0 6.31 6.0

SGTS乾燥装置入口弁
電動

バタフライ
弁

水平 6.0

鉛直 6.0

17

0.50

3.52 6.0 2.88 1.23 6.33

4.65 6.0 4.54 1.03

SGTS T22-F002B
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3. 弁の動的機能維持評価における高振動領域の影響 

(1) 配管解析におけるスペクトルモーダル解析について 

配管解析におけるスペクトルモーダル解析では，質点を梁要素で連結した質点モデルを作 

成した上で，固有値解析により求めた振動モード毎の固有周期［T N］，揺れやすさを表す刺 

激係数［βN］及び揺れる方向と大きさを表す固有ベクトル［φN］を用いて各モードの応答 

をモード合成することによって最大応答を算出している。 

具体的には，床応答曲線より固有周期［T N］における応答加速度［αN］を読み取り，以 

下式を用いてある質点に対する全モードを SRSSにより合成し，機能維持評価用加速度 

［α］を算出する。 

α＝√(α
1
β

1
φ

1
)
2
＋⋯＋(α

N
β

N
φ

N
)
2
 

 

  (2) 高振動数領域の影響について 

KK6では弁の動的機能維持評価において考慮する振動数領域は 30Hzを基本として 50Hzと 

した場合の加速度に有意な応答加増加が確認されない場合は 30Hzの機能維持評価用加速度 

を採用することとしている。 

これは，弁の動的機能維持評価に用いる床応答曲線が，20Hz近傍で応答が卓越する原子 

   炉遮蔽壁・原子炉本体基礎の位置であっても 30Hz近傍では概ね最大加速度（1.0ZPA）に収 

束していることから前述したスペクトルモーダル解析の特性（各モードの応答加速度をモー 

ド合成）により，これ以降の領域における応答加速度が小さく，動的機能維持評価の成立性 

に影響するような影響維持評価用加速度の大きな増加は無いと考えられるためである。 

具体的には，弁の機能維持評価用加速度に寄与する主要なモードが概ね 30Hz 未満にある 

場合には，最大加速度（1.0ZPA）より大きな応答加速度を用いて機能維持評価用加速度が積 

算されるため，30Hz までの機能維持評価用加速度が大きくなる（比較的裕度が小さくな 

る）傾向になり，30Hz以上の領域では機能維持評価用加速度の積算に用いる応答加速度が 

小さいため，50Hz（若しくはそれ以降の振動数領域）まで計算しても機能維持評価用加速度 

の大きな増加は無い。  

一方で，主要なモードが概ね 30Hz未満の領域に無い場合については，30Hzまでの機能維 

持評価用加速度は小さくなる（比較的裕度が大きくなる）傾向になり，50Hz（若しくはそれ 

以降の振動数領域）まで計算した場合に機能維持評価用加速度が若干増加する可能性はある 

が，この場合であっても各モードの応答加速度は最大加速度（1.0ZPA）程度と小さく，機能 

維持評価用加速度の増加量は大きくないと考えられる。また，このケースでは最大加速度 

（1.2ZPA）による評価を行うことも，評価の保守性に寄与するものと言える。 

機能維持評価用加速度の値に差はあるものの，これらの傾向は弁の動的機能維持評価結果 

から確認できる。例として，動的機能維持評価対象弁が設置されている階層のうち，解析モ 

デル数が多い階層として，原子炉建屋 T.M.S.L. 18.100m（減衰定数 2.0%）及び原子炉遮蔽 

壁 T.M.S.L. 18.100m（減衰定数 2.0%）の床応答曲線を評価に用いている弁の 20Hz，30Hz， 

50Hzで評価結果を図 1に示す。 
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図 1(1) 原子炉建屋 T.M.S.L. 18.100m（減衰定数 2.0%）を用いた評価結果（水平方向） 
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図 1(2) 原子炉建屋 T.M.S.L. 18.100m（減衰定数 2.0%）を用いた評価結果（鉛直方向） 
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図 1(3) 原子炉遮蔽壁 T.M.S.L. 18.100m（減衰定数 2.0%）を用いた評価結果（水平方向） 
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図 1(4) 原子炉遮蔽壁 T.M.S.L. 18.100m（減衰定数 2.0%）を用いた評価結果（鉛直方向） 
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添付 5 

原子炉格納容器内に設置されている弁の動的機能維持評価に用いる床応答曲線について 

 

添付 2の確認結果より，原子炉格納容器内に設置されている弁の動的機能維持評価には，床応答

スペクトルの作成範囲を 50Hzとして作成した床応答曲線を用いることから，Ⅵ-2-1-7「設計用床

応答曲線の作成方針」に記載している設計用床応答曲線Ⅰの作成方法に準拠して床応答曲線を作成

した。作成した床応答曲線及び適用対象弁の内訳を表 1に，床応答曲線を図 1～図 6に示す。 

 

表 1 弁の評価に用いる床応答曲線の使用内訳 

弁番号 
標高 
（m） 

減衰定数 
（%） 

図番号 

B21-F001A 

18.100 2.0 図 1 

B21-F001B 

B21-F001C 

B21-F001D 

B21-F001E 

B21-F001F 

B21-F001G 

B21-F001H 

B21-F001J 

B21-F001K 

B21-F001L 

B21-F001M 

B21-F001N 

B21-F001P 

B21-F001R 

B21-F001S 

B21-F001T 

B21-F001U 

B21-F002A 

B21-F002B 

B21-F002C 

B21-F002D 

E51-F035 

E22-F004C 

15.600 

1.0 図 2 

E11-F006C 
1.5 図 3 

E22-F004B 

E11-F006B 

2.5 図 4 

B21-F052A 

B21-F052B 

E11-F010A 

E11-F010C 

E11-F010B 

G31-F002 
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